
1 木造昶『鹿児島役従軍日誌』

資
料
紹
介：

木
造
昶
『
鹿
児
島
役
従
軍
日
誌
』

―
西
南
戦
争
に
従
軍
し
た
政
府
軍
・
別
働
第
二
旅
団
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
兵
士
の
日
記
―

大

谷

正

専
修
大
学
文
学
部
教
授

一

は
じ
め
に
―
木
造
昶
と
牧
為
助
に
つ
い
て
―

本
稿
は
筆
者
が
古
書
店
よ
り
入
手
し
た
官
軍
兵
士
（
別
働
第
二
旅
団
所
属
）
の
西
南
戦
争
従
軍
日
記
―
木
造
昶
『
鹿
児
島
役
従
軍
日

誌
』
―
を
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
鹿
児
島
役
従
軍
日
誌
』
の
体
裁
は
、
縦
二
四
セ
ン
チ
、
横
一
六
、
八
セ
ン
チ
、
表
紙
に
は
「
鹿
児
島
役
従
軍
日
誌

全
」
と
い
う

マ

マ

題
箋
が
あ
る
。
中
身
は
四
五
丁
で
、
日
記
本
文
が
三
七
丁
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
、
残
り
八
丁
の
内
、
七
丁
に
は
「
明
治
十
年
征
南
之
役

摘
要
」
な
ど
雑
多
な
記
述
が
見
ら
れ
、
一
丁
は
白
紙
で
あ
る
。
本
文
は
一
一
行
青
罫
紙
が
使
用
さ
れ
、
罫
紙
に
は
耳
の
部
分
に
「
松
濤

舘
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
な
ど
か
ら
、
日
記
本
文
の
三
七
丁
の
み
を
翻
刻
す
る
。

日
記
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
、
木
造
昶
は
西
南
戦
争
開
始
時
点
で
は
、
名
古
屋
鎮
台
所
属
の
陸
軍
曹
長
で
あ
る
。
日
記
は
木
造
が
西

南
戦
争
に
従
軍
後
整
理
し
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
、
記
述
自
体
は
簡
明
な
も
の
で
あ
る
。
筆
者
が
入
手
し
た『
鹿
児
島
役
従
軍
日
誌
』
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は
木
造
昶
の
自
筆
本
で
は
な
い
。
日
記
末
尾
に
、「
名
古
屋
区
八
百
屋
町
二
丁
目
牧
兼
次
郎
方

牧
為
助
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

木
造
昶
の
日
記
を
後
日
、
牧
為
助
と
い
う
人
物
が
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』（
平
凡
社
）
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

「
名
古
屋
区
八
百
屋
町
二
丁
目
」
は
現
在
の
名
古
屋
市
中
区
錦
二
丁
目
と
栄
二
丁
目
に
あ
っ
た
旧
町
名
で
、
古
く
か
ら
名
古
屋
の
有
力

商
人
が
店
を
構
え
て
い
た
地
域
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
日
記
に
は
半
紙
一
枚
が
挟
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
日
清
戦
争
あ
る
い
は
日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
時
の
、
中
国
東

北
部
の
小
規
模
な
兵
站
司
令
部
と
野
戦
郵
便
局
を
描
い
た
ペ
ン
画
お
よ
び
筆
で
書
か
れ
た
和
歌
と
そ
の
解
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
字

の
部
分
を
翻
刻
す
る
と
下
記
の
よ
う
で
あ
る
。

「

夕
の
司
令
部
〔
こ
の
部
分
の
み
ペ
ン
書
き
―
筆
者
注
〕

糧
は
こ
ぶ
あ
ま
た
車
の
出
で
さ
り
て
ち
ま
た
し
づ
け
き
夕
暮
の
そ
ら

邉
外
堡
子

午
前
中
ハ
殊
に
多
数
の
支
那
車
輌
集
合
し
て
雑
擾
極
り
な
し
、
夫
ニ
荷
物
を
積
み
い
で
去
れ
ハ
俄
に
静
閑
な
り
、
殊
ニ
夕
刻
ハ
寂

寥
と
称
す
る
も
ま
た
可
な
り

右
ニ
在
ル
二
棟
ハ
仮
倉
庫
ナ
リ

」

木
造
と
牧
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
、
両
者
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
、
図
書
館
の
辞
書
類
で
調
べ
た
が
手
が
か

り
は
つ
か
め
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
意
外
な
と
こ
ろ
か
ら
、
両
者
の
人
物
と
関
係
を
知
る
こ
と
の
出
来
る
手
が
か
り
が
見
つ
か
っ
た
。

今
ま
で
何
度
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
木
造
昶
と
牧
為
助
を
検
索
し
た
が
有
用
な
情
報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
回
、
牧
為
助
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
東
京
中
野
の
芭
蕉
堂
印
房
の
Ｈ
Ｐ
に
行
き
着
い
た
。
そ
こ
に
は
一
八
八
六
年
に
日
本
で
最
初
に
彫

り
ゴ
ム
印
を
発
明
し
た
牧
為
助
が
、
一
八
九
四
年
仙
台
芭
蕉
の
�
で
芭
蕉
堂
印
房
を
始
め
た
こ
と
、
牧
為
助
の
父
の
木
造
正
義
は
名
古

屋
上
前
津
町
（
現
在
の
名
古
屋
市
中
区
大
須
付
近
）
に
住
ん
で
二
男
一
女
の
子
が
お
り
、
長
男
は
木
造
源
之
丞
、
次
男
為
助
（
一
八
五
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四
年
生
ま
れ
）
は
養
子
と
な
っ
て
牧
家
を
継
い
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
長
男
木
造
源
之
丞
は
西
南
戦
争
、
日
清
、
日
露

戦
争
で
従
軍
し
、
優
秀
な
軍
人
だ
っ
た
ら
し
く
金
鴉
勲
章
」
を
受
け
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
木
造
昶
は
木
造
源
之

丞
の
別
名
で
、
兄
で
あ
る
木
造
昶
『
鹿
児
島
役
従
軍
日
誌
』
を
弟
の
牧
為
助
が
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
写
し
た
時
期
は
牧
為
助
が
名

古
屋
に
住
ん
だ
日
清
戦
争
以
前
と
推
定
さ
れ
る
。
更
に
確
認
作
業
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
が
、『
鹿
児
島
役
従
軍
日
誌
』
の
由
来
が
わ

か
り
、
か
な
り
信
用
で
き
る
資
料
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

上
記
の
よ
う
に
、
木
造
昶
『
鹿
児
島
役
従
軍
日
誌
』
は
西
南
戦
争
従
軍
兵
士
が
記
し
た
日
記
そ
の
も
の
で
な
く
、
後
の
コ
ピ
ー
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
紹
介
す
る
理
由
は
、
木
造
昶
が
西
南
戦
争
で
所
属
し
た
「
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
」
と
い
う
部
隊
が
、
す

で
に
徴
兵
制
軍
隊
が
主
流
と
な
っ
た
官
軍
の
中
で
例
外
的
な
、
旧
和
歌
山
藩
兵
を
主
体
と
す
る
「
壮
兵
」
を
臨
時
徴
募
し
た
部
隊
で
あ

り
、
武
士
出
身
の
壮
兵
た
ち
の
戦
闘
の
様
子
を
伺
う
こ
と
の
で
き
る
珍
し
い
資
料
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
木
造
昶
『
鹿
児
島
役
従
軍
日
誌
』
を
翻
刻
す
る
上
で
の
凡
例
を
記
し
て
お
く
。

本
文
中
の
旧
字
体
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
た
。
木
造
昶
日
誌
は
判
読
が
容
易
で
あ
る
一
方
で
、
誤
記
、
誤
字
、
当
字
が
多
か

っ
た
が
、
原
則
と
し
て
訂
正
せ
ず
そ
の
ま
ま
残
し
、
明
ら
か
な
誤
り
や
意
味
不
明
な
箇
所
に
は
（
マ
マ
）
の
ル
ビ
を
振
り
、
必
要
に
応

じ
て
一
部
（

）
で
修
正
し
た
箇
所
が
あ
る
。
日
記
中
の
割
注
は
〔

〕
で
示
し
た
。
資
料
の
翻
刻
に
は
、
地
名
と
人
名
の
注
記
が
不

可
欠
で
あ
る
が
、
今
回
は
紙
幅
の
関
係
で
、
原
稿
段
階
で
用
意
し
た
注
記
を
す
べ
て
省
略
し
た
。

な
お
、
西
南
戦
争
の
研
究
史
と
資
料
史
に
つ
い
て
は
、『
専
修
大
学
人
文
論
集
』
第
八
八
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
所
収
の
拙
稿
「
資

料
紹
介
・
碓
井
福
太
郎
『
鹿
児
島
征
討
日
記
』
―
西
南
戦
争
に
従
軍
し
た
政
府
軍
兵
士
の
日
記
―
」
に
記
し
た
西
南
戦
争
の
研
究
史
・

資
料
史
を
参
照
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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二

木
造
昶
の
所
属
部
隊
に
つ
い
て

（
一
）
木
造
昶
の
所
属
部
隊
の
変
遷

『
鹿
児
島
役
従
軍
日
誌
』
は
、
一
八
八
七
年
（
明
治
一
〇
）
三
月
二
〇
日
に
、
旧
名
古
屋
城
三
の
丸
の
名
古
屋
鎮
台
兵
営
で
勤
務
し

て
い
た
木
造
に
大
阪
に
向
か
う
よ
う
命
令
が
あ
っ
た
記
事
か
ら
始
ま
る
。

当
時
の
日
本
は
六
鎮
台
が
あ
り
、
第
三
軍
管
区
の
名
古
屋
鎮
台
に
は
、
第
六
聯
隊
（
名
古
屋
）
と
第
七
聯
隊
（
金
沢
）
が
所
属
し
た
。

西
南
戦
争
時
の
名
古
屋
鎮
台
司
令
長
官
は
四
条
隆
謌
少
将
で
あ
っ
た
。

木
造
は
受
命
の
翌
日
、
三
月
二
一
日
に
名
古
屋
を
発
ち
、
徒
歩
と
人
力
車
と
船
で
美
濃
路
か
ら
中
山
道
を
経
由
し
て
京
都
に
至
り
、

京
都
か
ら
は
鉄
道
に
乗
っ
て
二
四
日
大
阪
に
到
着
し
、
大
阪
鎮
台
に
出
頭
し
た
。
所
属
部
隊
に
つ
い
て
は
、
三
月
二
六
日
に
「
同
日
午

後
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
第
二
中
隊
附
拝
命
、
同
夜
八
時
本
町
第
五
営
、
則
チ
砲
兵
営
ヘ
入
屯
」、
三
月
三
〇
日
に
「
征
討
別
働
隊
第
三

旅
団
ヘ
編
入
セ
ラ
ル
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
所
属
部
隊
の
変
遷
に
関
す
る
記
事
を
挙
げ
る
と
、
熊
本
城
下
の
川
尻
（
熊
本
城
を

包
囲
し
て
い
た
薩
摩
軍
の
本
営
と
病
院
が
置
か
れ
て
い
た
）
を
四
月
一
四
日
に
占
領
し
た
翌
日
の
四
月
一
五
日
の
記
事
に
「
同
日
別
働

第
四
旅
団
ト
改
称
ス
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
熊
本
県
南
部
の
佐
敷
（
現
在
の
熊
本
県
葦
北
郡
芦
北
町
佐
敷
）
を
占
領
し
、
人
吉
攻
撃
の
準

備
の
た
め
に
球
磨
川
方
面
（
球
磨
川
道
）
へ
の
進
出
を
図
っ
て
い
た
五
月
一
四
日
に
「
同
日
別
働
第
二
旅
団
ヘ
合
併
ノ
令
ア
リ
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
『
征
西
戦
記
稿
』
第
三
五
巻
「
佐
敷
水
俣
口
戦
記
」
の
、
五
月
上
旬
山
県
参
軍
が
八
代
を
視
察
し
た
結
果
、
別
働
第
二
旅

団
（
旅
団
長
山
田
顕
義
少
将
）
と
別
働
第
四
旅
団
（
旅
団
長
代
理
黒
川
通
軌
大
佐
）
は
寡
兵
で
広
い
戦
線
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、
五
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月
一
六
日
を
以
て
別
働
第
四
旅
団
を
解
隊
し
て
別
働
第
二
旅
団
に
合
併
、
黒
川
大
佐
は
別
働
第
二
旅
団
参
謀
長
と
な
っ
た
と
い
う
記
述

が
こ
れ
で
あ
る
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
木
造
は
三
月
二
六
日
に
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
所
属
を
命
じ
ら
れ
、
こ
の
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
は
、
別
働
第
三

旅
団
（
三
月
三
〇
日
）→

別
働
第
四
旅
団
（
四
月
一
五
日
）→

別
働
第
二
旅
団
（
五
月
一
四
日
）
と
所
属
組
織
が
短
期
間
に
変
動
し
た
。

そ
れ
以
後
、
木
造
曹
長
と
そ
の
所
属
す
る
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
は
別
働
第
二
旅
団
に
所
属
し
て
、
熊
本
・
宮
崎
・
鹿
児
島
を
転
戦
し
て

終
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
別
働
第
四
旅
団
（
後
に
別
働
第
二
旅
団
に
合
併
）
と
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
の
成
立
事
情

木
造
が
所
属
し
た
、
三
月
下
旬
に
編
制
さ
れ
黒
川
通
軌
大
佐
が
指
揮
し
た
旅
団
、
後
に
（
四
月
一
五
日
に
）
別
働
第
四
旅
団
と
改
称

さ
れ
る
旅
団
の
編
制
事
情
は
、『
征
西
戦
記
稿
』
に
よ
る
と
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

二
月
中
旬
、
薩
摩
軍
に
よ
る
熊
本
城
包
囲
攻
撃
と
熊
本
北
方
で
の
�
摩
軍
と
政
府
軍
（
当
初
、
小
倉
の
第
一
四
聯
隊
）
と
の
戦
闘
が

始
ま
る
と
、
政
府
は
次
々
と
正
規
軍
と
巡
査
隊
を
熊
本
県
北
部
に
送
り
込
ん
だ
。
二
月
一
九
日
、
鹿
児
島
賊
徒
征
討
の
詔
が
発
せ
ら
れ
、

有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
を
征
討
都
督
に
、
山
県
有
朋
・
川
村
純
義
両
中
将
を
参
軍
に
、
東
京
鎮
台
司
令
長
官
野
津
鎮
雄
少
将
を
第
一
旅
団

長
に
、
大
阪
鎮
台
司
令
長
官
三
好
重
臣
少
将
を
第
二
旅
団
長
に
任
じ
、
総
督
本
営
を
大
阪
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
二
月
二
五

日
に
広
島
鎮
台
司
令
長
官
三
浦
梧
楼
少
将
を
第
三
旅
団
長
に
、
そ
し
て
二
七
日
に
は
大
山
巌
少
将
を
別
働
隊
司
令
官
に
任
じ
て
戦
地
に

派
遣
し
た
。
こ
れ
ら
の
第
一
旅
団
、
第
二
旅
団
、
第
三
旅
団
お
よ
び
別
働
隊
は
、
さ
ら
に
若
干
の
増
援
部
隊
を
得
て
三
月
中
旬
に
改
編

さ
れ
、
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
旅
団
と
な
っ
た
（
大
山
少
将
の
別
働
隊
は
解
団
し
て
、
所
属
各
部
隊
は
各
旅
団
に
編
入
さ
れ
た
）。

改
編
さ
れ
た
政
府
軍
は
三
月
二
〇
日
の
攻
撃
で
田
原
坂
の
難
関
を
突
破
し
た
。
し
か
し
、
�
摩
軍
は
植
木
の
南
の
向
坂
で
反
撃
し
て
政
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府
軍
に
打
撃
を
与
え
植
木
ま
で
押
し
返
し
、
以
後
、
戦
線
は
膠
着
状
態
と
な
り
、
吉
次
越
・
木
留
・
植
木
・
山
鹿
の
線
で
互
い
に
堡
塁

を
築
き
対
陣
し
た
。
政
府
軍
が
熊
本
城
に
連
絡
す
る
に
は
さ
ら
に
三
週
間
以
上
の
激
戦
を
必
要
と
し
た
。

熊
本
城
北
方
で
政
府
軍
が
�
摩
軍
を
攻
め
あ
ぐ
ね
て
い
る
状
況
の
中
で
、
黒
田
清
隆
と
高
島
鞆
之
助
は
勅
使
柳
原
前
光
に
随
行
し
、

勅
使
警
護
隊
を
率
い
て
鹿
児
島
に
至
り
、
島
津
久
光
・
忠
義
に
勅
書
を
渡
す
と
と
も
に
、
鹿
児
島
県
令
大
山
綱
良
の
官
位
を
剥
奪
し
て

長
崎
に
連
れ
帰
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
等
は
勅
使
護
衛
隊
を
活
用
し
て
熊
本
城
の
南
部
に
上
陸
し
て
、
南
方
か
ら
熊
本
城
を
包
囲
す
る
�

摩
軍
を
攻
撃
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
を
提
案
し
、
政
府
の
同
意
を
得
た
。
黒
田
は
参
軍
に
、
高
島
鞆
之
助
少
将
は
別
働
第
二
旅
団
長

に
任
じ
ら
れ
た
。
高
島
は
三
月
一
八
日
長
崎
を
出
港
し
、
翌
日
、
熊
本
県
南
部
の
日
奈
久
付
近
に
上
陸
し
、
八
代
を
占
領
し
た
。
黒
田

参
軍
も
歩
兵
一
大
隊
半
と
警
視
隊
五
〇
〇
人
を
率
い
て
、
二
一
日
に
八
代
に
上
陸
し
た
。
さ
ら
に
二
五
日
に
は
山
田
顕
義
少
将
が
東
京
、

大
阪
、
広
島
の
鎮
台
兵
を
率
い
（
当
初
、
別
働
第
三
旅
団
と
称
す
）、
陸
軍
少
将
に
任
じ
ら
れ
た
川
路
利
良
大
警
視
が
警
視
隊
を
率
い

（
当
初
、
別
働
第
四
旅
団
と
称
す
）
八
代
に
上
陸
し
た
。
背
面
軍
各
旅
団
の
組
織
替
え
が
三
月
二
八
日
に
行
わ
れ
、
黒
田
参
軍
の
下
に
、

高
島
少
将
が
別
働
第
一
旅
団
を
、
山
田
少
将
が
別
働
第
二
旅
団
を
、
川
路
少
将
兼
大
警
視
が
別
働
第
三
旅
団
を
指
揮
す
る
体
制
が
で
き

あ
が
っ
た
。
こ
れ
ら
の
旅
団
は
永
山
弥
一
郎
の
指
揮
す
る
�
摩
軍
の
抵
抗
を
退
け
て
、
三
一
日
、
激
戦
の
末
に
松
橋
（
宇
城
市
松
橋
町

松
橋
）
を
占
領
し
、
さ
ら
に
北
上
し
て
宇
土
・
堅
志
田
方
面
に
進
ん
だ
。
し
か
し
�
摩
軍
の
抵
抗
は
継
続
し
、
一
方
で
南
か
ら
は
別
府

晋
介
と
辺
見
十
郎
太
が
鹿
児
島
で
新
兵
を
募
集
し
て
編
制
し
た
九
番
隊
・
十
番
隊
が
八
代
に
接
近
し
て
い
た
。

�
摩
軍
の
必
死
の
反
撃
の
前
に
、
黒
田
参
軍
の
背
面
軍
は
兵
力
不
足
に
陥
っ
た
。
四
月
四
日
付
で
黒
田
は
山
県
に
対
し
て
、
熊
本
城

連
絡
を
実
現
す
る
た
め
に
、
山
県
指
揮
下
の
四
個
旅
団
の
中
か
ら
兵
力
若
干
を
背
面
軍
に
分
か
つ
こ
と
を
要
求
し
た
。
山
県
は
そ
れ
を

拒
絶
す
る
一
方
で
、
新
た
に
到
着
す
る
予
定
の
黒
川
通
軌
大
佐
の
率
い
る
一
個
旅
団
を
黒
田
の
指
揮
下
に
置
く
と
返
答
し
た
。
こ
の
新

旅
団
は
今
ま
で
の
旅
団
に
な
い
特
徴
、
つ
ま
り
徴
兵
に
よ
る
兵
隊
で
は
な
く
、
壮
兵
す
な
わ
ち
士
族
兵
を
徴
募
し
た
遊
撃
隊
（
遊
撃
第
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一
大
隊
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。

表
１
「
黒
川
通
軌
大
佐
の
率
い
た
新
旅
団
の
構

成
」（『
征
西
戦
記
稿
』
巻
二
十
二
・
衝
背
軍
戦
記

七
二
〜
七
四
頁
）
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
旅
団
は

大
阪
に
駐
屯
し
て
い
た
細
切
れ
の
部
隊
を
再
編
成

し
て
新
設
し
た
第
二
聯
隊
第
二
大
隊
七
八
七
人

（
宮
城
彦
八
少
佐
指
揮
、
東
京
鎮
台
歩
兵
第
二
聯

隊
第
一
大
隊
第
四
中
隊
、
同
第
二
大
隊
第
三
中
隊
、

同
第
三
聯
隊
第
一
大
隊
第
四
中
隊
、
大
阪
鎮
台
歩

兵
第
一
〇
聯
隊
第
一
大
隊
第
一
中
隊
を
合
併
）、

遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
七
〇
一
人
（
壮
兵
・
旧
和
歌

山
藩
兵
）、
仙
台
鎮
台
歩
兵
第
一
大
隊
の
第
二
中

隊
三
九
七
人
、遊
撃
砲
兵
第
一
中
隊
一
二
六
人（
壮

兵
）、
そ
れ
に
会
計
部
・
病
院
・
砲
兵
廠
・
軍
夫

を
付
属
し
た
二
六
〇
〇
余
人
の
部
隊
で
あ
っ
た
。

こ
の
部
隊
が
前
述
の
よ
う
に
、
川
尻
占
領
・
熊
本

城
連
絡
の
直
後
の
四
月
一
五
日
に
別
働
第
四
旅
団

と
改
称
し
た
。
司
令
官
は
不
在
で
参
謀
長
の
黒
川

新設
隊

名

兵

種

隊

號

人

員

司

令

官

聯

隊

大

隊

中

隊

第
二
聯
隊

第
二
大
隊

大

阪

駐

屯

兵

二

三

七
百
八
十
七

一大隊

宮

城

少

佐

彦八

四一

遊

撃

第
一
大
隊

第
四
軍
管
壯
兵

七
百
〇
一

一大隊

三

好

少

佐

成行

第
四
聯
隊

二

三四

三
百
九
十
七

隊

野

邊

大

尉

俊平

遊
撃
砲
兵

第
一
中
隊

第
四
軍
管
壯
兵

百
二
十
六

江

問

大

尉

孚通

會

計

部

軍

吏

苅

屋

正

身

病

院

軍

石

坂

篤

保

砲

廠

部

十
五
等
出
仕
矢
島
可
信

全總
員

二
千
六
百
餘

軍

費

金

六

萬

圓

軍

夫

六

百

人

糧

食

二

十

日

間

砲

四

斤

山

砲

六

門

同

彈

薬

千

五

百

預備

小

銃

百

三

十

同

彈

薬

百
八
十
四
萬
五
千
八
百
五
十

第
四
軍
管
ノ
壯
兵
ハ
明
治
八
年
解
隊
チ
命
セ
ラ
レ
爾
後
二
年
間
俸
一
人
口
ヲ

賜
ヒ
非
常
徴
集
ニ
應
ス
ヘ
キ
令
チ
受
ケ
タ
ル
者

遊
撃
砲
兵
ハ
當
時
舊
式
ニ
依
テ
編
成
シ
一
小
隊
ト
稱
ス
今
新
式
ニ
依
テ
記
ス

表
１

黒
川
通
軌
大
佐
の
率
い
た
新
旅
団
の
構
成

（
注
）『
征
西
戦
記
稿
』
巻
二
十
二
・「
衝
背
軍
戦
記
」
七
二
頁
〜
七
四
頁
。
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大
佐
が
司
令
官
代
理
に
就
任
し
、
川
尻
か
ら
南
下
し
て
熊
本
県
南
部
の
佐
敷
（
現
在
の
熊
本
県
葦
北
郡
芦
北
町
佐
敷
）
を
占
領
し
、
人

吉
攻
撃
の
準
備
の
た
め
に
球
磨
川
方
面
（
球
磨
川
道
）
へ
の
進
出
を
図
り
、
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
�
摩
軍
と
激
戦
を
交
え
た
。

そ
し
て
一
ヶ
月
後
の
五
月
一
六
日
に
前
記
の
よ
う
に
、
別
働
第
四
旅
団
は
解
隊
し
て
、
別
働
第
二
旅
団
に
合
併
し
た
。

次
に
木
造
が
所
属
し
た
「
遊
撃
歩
兵
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
西
南
戦
争
時
の
陸
軍
組
織
に
つ
い
て
は
不
明
な
こ
と
が

多
い
が
、
と
く
に
「
壮
兵
」
募
集
に
つ
い
て
は
研
究
が
少
な
い
。
現
状
で
は
『
征
西
戦
記
稿
』
の
記
述
と
唯
一
の
こ
の
問
題
に
関
す
る

学
術
論
文
で
あ
る
遠
藤
芳
信
「
日
露
戦
争
前
に
お
け
る
戦
時
編
制
と
陸
軍
動
員
計
画
思
想
（
３
）
―
西
南
戦
争
ま
で
の
壮
兵
編
成
と
兵

役
志
願
・
再
役
志
願
制
度
―
」（『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）』
第
五
七
号
第
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
考

に
す
る
し
か
な
い
。
ま
た
、
壮
兵
募
集
の
際
に
山
口
県
と
と
も
に
重
視
さ
れ
た
和
歌
山
県
の
事
情
は
、
岡
本
柳
之
助
『
風
雲
回
顧
録
』

（
武
侠
世
界
社
、
一
九
一
二
年
、
後
に
中
公
文
庫
、
一
九
九
〇
年
）
の
旧
和
歌
山
藩
兵
か
ら
遊
撃
歩
兵
大
隊
を
�
抜
す
る
記
述
が
参
考

に
な
る
。

『
征
西
戦
記
稿
』
付
録
の
「
旅
団
編
成
表

中
」
に
よ
る
と
、
遊
撃
歩
兵
は
第
一
大
隊
か
ら
第
八
大
隊
ま
で
編
成
さ
れ
、
各
四
中
隊

か
ら
な
り
（
第
七
大
隊
の
み
五
中
隊
編
成
）、
士
官
一
五
五
人
、
下
士
官
五
四
九
人
、
兵
卒
六
一
一
二
人
、
合
計
六
八
一
六
人
で
あ
っ

た
。
こ
の
他
に
、「
遊
撃
別
手
組
」（「
各
府
県
剣
客
ニ
成
ル
」
と
あ
る
）
や
「
遊
撃
砲
兵
小
隊
」（
第
一
・
第
二
の
各
小
隊
）
が
編
成
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
三
月
中
に
編
成
さ
れ
た
部
隊
の
説
明
を
遠
藤
論
文
か
ら
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

二
月
二
三
日
付
の
仙
台
鎮
台
よ
り
の
「
二
ヵ
年
間
賞
典
米
ヲ
賜
リ
タ
ル
元
壮
兵
召
集
」
に
つ
い
て
の
伺
に
端
を
発
し
、
兵
力
不
足
の

中
で
壮
兵
募
集
問
題
が
論
議
と
な
る
中
で
（
岩
倉
な
ど
は
旧
藩
士
族
の
兵
員
徴
募
を
主
張
、
こ
れ
に
対
し
木
戸
孝
允
は
壮
兵
徴
募
に
強

固
に
反
対
）、
陸
軍
省
は
三
月
二
〇
日
に
陸
軍
省
達
甲
第
一
〇
号
を
達
し
、「
一
八
七
五
年
二
月
の
東
京
鎮
台
等
に
お
け
る
一
八
七
一
年

召
集
壮
兵
の
解
隊
・
免
役
者
で
賞
典
米
一
人
口
下
賜
者
を
召
集
」、
こ
れ
ら
を
「
遊
撃
隊
」
と
称
し
、
当
初
は
第
一
大
隊
か
ら
第
五
大
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隊
、
砲
兵
は
二
個
小
隊
に
編
成
す
る
方
針
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
仙
台
鎮
台
管
下
の
応
募
状
況
が
予
想
し
た
程
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

ま
ず
二
個
大
隊
を
編
成
す
る
方
針
に
替
わ
り
、
�
三
月
二
五
日
に
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
（
下
士
官
一
〇
三
人
、
兵
四
九
二
人
、
大
阪
鎮

台
管
轄
下
）、
�
遊
撃
歩
兵
第
二
大
隊
（
下
士
官
八
九
人
、
兵
七
七
二
人
、
名
古
屋
鎮
台
管
轄
下
）、
�
三
月
二
七
日
に
遊
撃
砲
兵
第
一

小
隊
が
編
成
さ
れ
、
さ
ら
に
�
三
月
三
一
日
に
遊
撃
砲
兵
第
三
大
隊
（
当
初
、
山
口
県
下
か
ら
賞
典
米
一
人
口
下
賜
者
を
召
集
し
た
が
、

人
数
不
足
で
四
月
新
規
募
集
の
壮
兵
を
編
入
）
の
編
成
が
試
み
ら
れ
た
。

岡
本
柳
之
助
『
風
雲
回
顧
録
』
の
冒
頭
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
思
い
出
づ
る
人
々
」
に
は
こ
の
間
の
事
情
が
描
か
れ
て
い
る
。
岡
本

は
和
歌
山
出
身
で
あ
る
。
西
南
戦
争
開
戦
後
、
兵
力
不
足
が
議
論
さ
れ
る
中
で
、
京
都
行
在
所
中
陸
軍
事
務
取
扱
と
し
て
大
阪
で
部
隊

編
成
と
兵
站
事
務
に
当
た
っ
て
い
た
鳥
尾
小
弥
太
陸
軍
中
将
、
鳥
尾
の
参
謀
滋
野
清
彦
中
佐
、
大
阪
鎮
台
参
謀
高
嶋
茂
信
少
佐
と
大
阪

鎮
台
参
謀
の
岡
本
柳
之
助
少
佐
が
兵
力
動
員
を
相
談
し
た
件
を
つ
ぎ
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

鳥
尾
に
滋
野
、
高
嶋
と
俺
と
で
種
々
相
談
し
た
が
、「
そ
れ
じ
ゃ
献
兵
は
ど
う
か
」
と
い
う
の
で
、
鳥
尾
と
俺
の
意
見
が
一
致
し

た
。
献
兵
と
い
う
て
も
判
る
ま
い
が
、
廃
藩
置
県
の
と
き
各
藩
か
ら
出
し
た
兵
の
こ
と
で
、
二
箇
年
間
二
人
扶
持
を
貰
っ
て
お
っ

た
が
、
つ
い
先
頃
献
兵
の
制
を
解
い
た
が
未
だ
二
箇
年
の
年
限
は
満
ち
て
い
な
い
。「
此
奴
を
一
つ
集
め
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」。

相
談
一
決
、
そ
れ
は
な
に
よ
り
と
可
決
し
て
急
に
募
る
こ
と
と
な
っ
た
。
紀
州
へ
は
俺
が
出
か
け
て
近
県
か
ら
も
大
分
集
め
、
と

に
か
く
俺
の
手
で
歩
兵
一
大
隊
と
砲
兵
一
中
隊
だ
け
は
出
来
た
。
そ
れ
に
山
地
（
山
地
元
治
中
佐
―
筆
者
注
）
が
仙
台
か
ら
率
い

て
来
た
二
中
隊
と
、大
阪
表
に
い
た
二
中
隊
そ
の
他
を
合
わ
せ
て
ざ
っ
と
二
千
五
百
ば
か
り
の
兵
隊
が
揃
っ
た
（『
風
雲
回
顧
録
』

二
五
〜
二
六
頁
）。

岡
本
の
『
回
顧
録
』
に
は
、
鳥
尾
と
岡
本
達
は
こ
の
部
隊
を
単
な
る
補
充
部
隊
と
す
る
の
で
は
な
く
、
精
鋭
な
壮
兵
を
以
て
西
郷
隆

盛
の
い
る
川
尻
本
陣
を
海
上
か
ら
奇
襲
し
て
、
形
勢
を
一
気
に
逆
転
し
熊
本
城
を
救
う
こ
と
を
考
え
た
と
い
う
壮
大
な
話
と
な
っ
て
い
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る
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
冒
険
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

三

遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
の
戦
闘
記
録
概
要

前
述
の
よ
う
に
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
は
三
月
二
五
日
に
編
成
さ
れ
、
木
造
昶
曹
長
は
翌
二
六
日
に
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
第
二
中
隊
付

を
拝
命
し
、
二
八
日
に
は
大
隊
会
計
助
手
を
命
じ
ら
れ
た
。
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
は
、
三
一
日
に
明
治
天
皇
が
見
守
る
な
か
大
阪
城
外

練
兵
所
で
操
練
を
行
い
、
同
日
汽
車
で
神
戸
に
向
け
出
発
し
た
。『
明
治
天
皇
紀
』
は
壮
兵
に
つ
い
て
「
意
気
殊
に
凛
然
た
り
」
と
記

し
て
い
る
。
意
気
高
か
っ
た
（
高
す
ぎ
た
？
）
壮
兵
連
は
、
神
戸
駅
で
は
巡
査
と
衝
突
し
、
遊
郭
に
繰
り
出
し
、
軍
紀
を
無
視
し
た
の

で
、「
特
ニ
横
暴
ナ
ル
者
八
十
名
」
が
捕
縛
さ
れ
、
大
阪
に
送
り
返
さ
れ
る
始
末
と
な
っ
た

お
う
だ

神
戸
を
出
向
し
た
後
、
下
関
・
長
崎
を
経
由
し
て
、
四
月
五
日
に
熊
本
県
宇
土
市
の
Ｊ
Ｒ
三
角
線
網
田
駅
付
近
に
上
陸
し
た
。
船
中

で
木
造
は
第
三
中
隊
付
を
命
じ
ら
れ
た
。
翌
日
夜
か
ら
宇
土
方
面
に
進
み
、
木
原
山
（
雁
回
山
源
為
朝
伝
説
が
残
る
）
で
は
じ
め
て
�

摩
軍
と
激
戦
を
交
え
た
。
さ
ら
に
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
は
緑
川
を
越
え
て
一
四
日
に
川
尻
（
熊
本
市
南
部
の
港
町
、
�
摩
軍
の
本
陣
が

置
か
れ
て
い
た
）
に
侵
入
し
た
。
こ
の
日
、
別
働
第
二
旅
団
の
山
川
浩
中
佐
の
率
い
る
部
隊
は
熊
本
城
に
最
初
に
達
し
、
熊
本
城
と
政

府
軍
の
連
絡
が
実
現
し
、
�
摩
軍
は
こ
れ
以
後
人
吉
方
面
に
撤
退
を
開
始
し
た
。
一
五
日
の
『
日
誌
』
に
は
、
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
の

一
中
隊
半
が
城
内
に
「
見
舞
」
に
入
っ
た
こ
と
や
、
木
造
が
�
摩
軍
戦
死
者
墓
地
の
あ
る
幻
住
寺
（
延
寿
寺
の
誤
り
か
）
を
訪
ね
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

四
月
一
五
日
に
別
働
第
四
旅
団
と
改
称
し
た
部
隊
は
熊
本
県
南
部
に
向
か
い
、
日
奈
久
温
泉
で
し
ば
ら
く
骨
休
み
を
し
た
後
、
四
月

二
九
日
に
熊
本
県
南
部
の
佐
敷
（
木
造
は
差
木
と
記
し
て
い
る
）
を
占
領
し
た
。
熊
本
で
敗
戦
し
た
後
で
�
摩
軍
が
根
拠
地
と
し
た
人
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吉
に
向
か
う
た
め
に
、
佐
敷
か
ら
峠
を
越
え
て
球

磨
川
に
出
よ
う
と
し
た
が
、
こ
こ
で
�
摩
側
は
強

く
抵
抗
し
、
一
進
一
退
の
激
戦
が
約
一
ヶ
月
つ
づ

い
た
。
こ
の
間
に
別
働
第
四
旅
団
は
別
働
第
二
旅

団
と
合
併
し
、
こ
れ
以
後
、
終
戦
ま
で
別
働
第
二

旅
団
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
表
２

別
働
第
二
旅
団
の
構
成
）。
五
月
三
〇
日
か
ら
政

府
軍
の
人
吉
へ
の
総
攻
撃
が
は
じ
ま
り
、
六
月
一

日
人
吉
市
街
に
進
入
し
た
。

六
月
末
ま
で
木
造
達
は
人
吉
周
辺
に
滞
在
し
、

�
摩
軍
と
小
競
り
合
い
を
続
け
て
い
た
が
、
七
月

に
入
る
と
人
吉
市
南
部
の
鹿
児
島
県
境
に
あ
る
白

髭
岳
（
標
高
一
四
一
六
メ
ー
ト
ル
）
の
守
備
に
当

た
り
、
さ
ら
に
七
月
一
〇
日
以
降
は
宮
崎
県
小
林

方
面
に
進
入
し
た
。
七
月
二
四
日
か
ら
政
府
軍
に

よ
る
都
城
攻
撃
が
始
ま
っ
た
が
、
木
造
達
は
二
八

日
に
綾
村
、
二
九
日
に
高
岡
、
三
一
日
に
佐
土
原

と
進
ん
だ
。
こ
の
後
、
休
む
間
も
な
く
佐
土
原
か

別
働
第
二
旅
団

旅
団
長

陸
軍
少
将
山
田
顕
義

参
謀
長

陸
軍
大
佐
黒
川
通
軌

第
一
方
面

陸
軍
中
佐
中
村
重
遠

七
聯
二
大

田
中
少
佐（
正
基
）

一
大
隊

六
聯
二
大

松
浦
少
佐（
正
唯
）

二
中
隊

十
二
聯
二
大

河
野
少
佐（
通
好
）

二
中
隊

炮
兵

一
分
隊

第
二
方
面

陸
軍
中
佐
山
川
浩

後
備
二
大

河
野
少
佐（
通
行
）

一
大
隊

三
聯
一
大

八
木
少
佐（
�
作
）

一
大
隊

炮
兵

一
分
隊

第
三
方
面

陸
軍
中
佐
中
村
尚
武

一
聯
二
大

岡
崎
大
尉（
生
三
）

一
大
隊

四
聯
二
大

野
邊
大
尉（
俊
平
）

二
中
隊

炮
兵

一
分
隊

第
四
方
面

陸
軍
大
佐
堀

基

屯
田
兵
一
大

永
山
少
佐（
武
四
郎
）

一
大
隊

炮
兵

第
五
方
面

陸
軍
少
佐
高
島
信
茂

二
聯
二
大

宮
城
少
佐（
彦
八
）

一
大
隊

遊
撃
一
大

三
好
少
佐（
成
行
）

一
大
隊

炮
兵

二
分
隊

計
歩
兵

八
大
隊
半

外
ニ

砲
兵

砲
兵
第
一
大
隊
・
遊
撃
砲
兵
第
一
小
隊

遊
撃
歩
兵
第
七
大
隊
（
二
中
隊
）

工
兵

第
一
大
隊
第
一
小
隊

付
属
隊
歩
兵
二
中
隊

�
抜
大
隊
（
三
中
隊
）

表
２

別
働
第
二
旅
団
の
構
成
（
五
月
一
四
日
、
別
働
第
四
旅
団
合
併
後
）

（
注
）
木
造
昶
『
鹿
児
島
役
従
軍
日
誌
』
よ
り
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ら
北
上
し
て
、
高
鍋
・
美
々
津
の
攻
撃
に
参
加
し
、
そ
の
後
は
進
路
を
内
陸
部
に
と
り
、
八
月
一
四
日
に
政
府
軍
の
先
頭
を
切
っ
て
延

岡
に
入
っ
た
。
翌
日
一
五
日
は
政
府
軍
と
�
摩
軍
の
最
後
の
大
規
模
な
戦
闘
と
な
っ
た
和
田
越
の
戦
闘
で
あ
る
。
こ
の
時
、
別
働
第
二

旅
団
は
最
も
西
側
の
長
尾
山
方
面
の
攻
撃
に
当
た
っ
た
。
午
前
三
時
に
行
動
を
開
始
し
て
、
戦
闘
が
終
了
し
た
の
が
午
後
三
時
で
あ
り
、

木
造
の
属
す
る
第
三
中
隊
か
ら
戦
死
者
・
戦
傷
者
が
続
出
し
た
。
こ
こ
で
本
来
の
意
味
の
西
南
戦
争
は
終
了
し
、
党
�
諸
隊
と
�
摩
軍

の
多
数
は
政
府
軍
に
投
降
し
た
。
し
か
し
八
月
一
七
日
夜
、
西
郷
と
少
数
の
�
摩
軍
は
包
囲
網
を
脱
出
し
て
三
田
井
に
向
か
い
、
さ
ら

に
九
州
の
尾
根
を
風
の
よ
う
に
駆
け
抜
け
て
九
月
一
日
鹿
児
島
に
侵
入
し
て
鹿
児
島
中
心
部
を
占
領
し
、
城
山
を
本
営
と
し
た
。

木
造
は
延
岡
に
戻
り
、
所
属
中
隊
の
士
官
達
と
舟
を
浮
か
べ
て
の
鮎
漁
や
月
を
愛
で
て
痛
飲
す
る
な
ど
、
束
の
間
の
休
息
を
許
さ
れ

た
。
八
月
二
四
日
か
ら
移
動
を
開
始
し
、
西
郷
達
を
追
っ
て
宇
納
間
、
神
門
な
ど
の
九
州
山
地
脊
梁
部
を
南
下
し
、
九
月
七
日
鹿
児
島

に
到
着
し
た
。
木
造
は
城
山
攻
撃
の
�
抜
隊
に
選
ば
れ
ず
、
こ
の
後
の
日
記
は
甚
だ
簡
単
で
あ
る
。

そ
の
後
、
一
〇
月
一
七
日
に
乗
船
す
る
ま
で
鹿
児
島
に
滞
在
し
、
一
九
日
に
神
戸
上
陸
、
二
〇
日
大
阪
に
凱
旋
し
、
即
日
遊
撃
歩
兵

第
一
大
隊
は
解
隊
し
た
。「
凱
旋
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
る
が
、
市
民
の
出
迎
え
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
た
だ
駅
か
ら
兵

営
ま
で
行
進
す
る
の
み
で
、
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
の
場
合
は
、
午
前
到
着
、
午
後
解
隊
と
い
う
あ
っ
け
な
さ
で
、
後
の
日
清
・
日
露
戦

争
時
の
凱
旋
と
は
大
違
い
で
あ
る
。
日
記
の
最
後
に
は
、「
従
軍
日
数
二
百
〇
四
日
間
」「
戦
時
日
数
百
七
十
三
日
間
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
後
の
木
造
の
行
動
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

日
記
を
読
ん
で
印
象
的
な
の
は
、
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
が
�
摩
軍
と
第
一
線
で
激
し
い
戦
闘
を
続
け
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
と
と
も
に

負
傷
者
・
戦
死
者
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
延
岡
攻
撃
の
例
の
よ
う
に
遊
撃
歩
兵
は
ま
さ
に
政
府
軍
の
先
陣
を
切
っ
て
戦
闘

に
従
事
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
壮
兵
を
募
兵
し
た
警
視
局
隊
と
遊
撃
歩
兵
は
政
府
軍
の
重
要
な
戦
力
で
あ
っ
た
と
い
う
印
象
が
強

い
。
し
か
し
、
壮
兵
は
近
代
的
な
徴
兵
軍
よ
り
扱
い
に
く
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
、
こ
の
項
の
最
初
で
紹
介
し
た
神
戸
で
の
事
件（「
特



13 木造昶『鹿児島役従軍日誌』

ニ
横
暴
ナ
ル
者
八
十
名
」
を
捕
縛
し
て
送
還
）
が
あ
っ
た
。
日
記
の
一
〇
月
八
日
に
つ
ぎ
の
様
な
記
事
を
木
造
が
記
録
し
て
い
る
。

遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
第
三
中
隊
一
等
卒

大
賀
道
教

右
之
者
、
過
ル
六
月
廿
五
日
観
音
阪
出
張
ノ
際
、
上
官
ノ
命
ヲ
不
用
、
慾
ニ
隊
伍
ヲ
離
レ
私
ニ
止
宿
ニ
及
候
科
ニ
依
リ
、
戦
役
中

戴
罪
服
務
申
付
置
候
ニ
付
、
凱
陣
後
相
当
之
処
分
可
致
ノ
処
、
爾
後
厳
ニ
謹
慎
ヲ
表
シ
且
勤
務
勉
励
ニ
付
、
過
日
岩
崎
谷
攻
撃
之

節
モ
其
人
員
ニ
致
加
入
、
旁
以
無
罪
ニ
取
計
申
度
段
大
隊
ヘ
伺
出
候
処
、
伺
ノ
通
指
令
有
之
候
条
、
為
心
得
此
旨
相
達
候
也

月

日

遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
第
三
中
隊
本
部

こ
れ
は
大
賀
道
教
一
等
卒
が
人
吉
南
部
の
観
音
坂
で
規
律
違
反
を
犯
し
た
の
で
、「
戦
役
中
戴
罪
服
務
」
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
が
、

勇
敢
に
戦
闘
し
た
の
で
罪
を
免
ず
る
と
の
決
定
で
あ
る
が
、
罪
状
の
「
慾
ニ
隊
伍
ヲ
離
レ
私
ニ
止
宿
」（
当
日
は
雨
が
降
っ
て
い
た
の

で
）
な
ど
、
い
か
に
も
壮
兵
ら
し
い
行
動
様
式
と
思
わ
れ
た
。

本
稿
は
科
学
研
究
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
西
南
戦
争
に
関
す
る
記
録
の
実
態
調
査
と
そ
の
分
析
・
活
用
に
つ
い
て
の
研
究
」（
課

題
番
号２１３２０１２６

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。『
鹿
児
島
役
従
軍
日
誌
』
の
翻
刻
と
入
力
に
つ
い
て
は
、
古
幡
絵
里
奈
氏
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
。
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鹿
児
島
役
従
軍
日
誌

木
造
昶
誌

明
治
十
年
三
月
廿
日
御
用
有
之
大
阪
表
ヘ
被
差
遣
ノ
命
ア
リ
〔
午
前
二
時
過
〕、
暁
天
丸
ノ
内
竹
腰
旧
邸
ノ
兵
営
ヲ
発
ス
、
同
日
帰
宅

準
備
ヲ
為
ス
（
火
曜
）

三
月
廿
一
日

水
曜

雨

午
前
八
時
自
宅
出
発
、
午
後
一
時
起
シ
駅
ニ
着
休
午
食
ヲ
喫
ス
、
此
日
大
雨
沛
然
道
路
泥
濘
、
人
力
車
甚
タ
遅
緩
、
先
キ
曳
キ
ヲ
附
シ

漸
ク
夕
六
時
過
キ
大
垣
駅
ニ
達
シ
、
車
夫
ヲ
�
抜
シ
快
走
ス
、
同
夜
八
時
垂
井
駅
亀
丸
屋
方
ニ
着
泊
ス

三
月
廿
二
日

木
曜

雨

午
前
七
時
人
力
車
ヲ
走
セ
テ
関
ヶ
原
ニ
到
ル
、
同
日
又
雨
ノ
為
ニ
山
路
泥
滑
快
走
ス
可
ラ
ス
、
因
テ
止
ム
ヲ
得
ス
徒
歩
ス
、
柏
原
ヨ
リ

マ
イ

再
ヒ
人
力
車
ヲ
命
シ
午
前
十
一
時
米
原
駅
ニ
着
、
午
食
後
直
チ
ニ
渡
舩
大
津
ニ
達
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
、
此
日
渡
舩
ヲ
出
サ
ス
、
止
ム
ヲ

得
ス
畑
屋
宇
兵
衛
方
滞
泊
ス
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三
月
廿
三
日

金
曜

晴

午
前
七
時
大
津
丸
ニ
乗
舩
、
午
後
一
時
大
津
着
舩
、
同
処
ニ
於
テ
午
食
ヲ
喫
シ
、
直
チ
ニ
人
力
車
ヲ
走
セ
テ
西
京
ニ
入
ル
、
午
後
三
時

四
十
五
分
三
條
通
リ
高
瀬
西
ヘ
入
ル
萬
屋
方
着
泊
、
同
夜
某
楼
ニ
於
テ
出
陣
ノ
宴
ヲ
開
キ
頗
ル
興
ヲ
遣
ル

三
月
廿
四
日

土
曜

晴

午
前
八
時
発
、
人
車
ヲ
走
セ
テ
七
條
停
車
所
ニ
到
ル
、
同
九
時
十
分
ノ
汽
車
ニ
テ
大
阪
ニ
向
フ
、
同
十
時
四
十
分
梅
田
停
車
所
ニ
着
ス
、

又
人
車
ヲ
命
シ
八
軒
屋
大
阪
屋
方
着
、
午
食
後
直
チ
ニ
大
阪
鎮
台
ヘ
出
頭
シ
届
書
ヲ
差
出
シ
、
帰
路
道
頓
堀
辺
逍
遥
、
同
夜
大
阪
屋
ニ

帰
泊

三
月
廿
五
日

日
曜

晴

鎮
台
へ
出
頭
セ
ル
ニ
御
用
ナ
シ
、
市
中
散
歩
ス
、
同
夜
天
満
ノ
天
神
ニ
参
詣
ス

三
月
廿
六
日

月
曜

同
日
午
後
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
第
二
中
隊
附
拝
命
、
同
夜
八
時
本
町
第
五
営
則
チ
砲
兵
営
へ
入
屯

三
月
廿
七
日

火
曜

記
事
ナ
シ

三
月
廿
八
日

水
曜

大
隊
会
計
助
手
申
付
ラ
レ
会
計
事
務
ヲ
執
行
ス

三
月
廿
九
日

木
曜

記
事
ナ
シ

三
月
三
十
日

金
曜
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征
討
別
働
隊
第
三
旅
団
へ
編
入
セ
ラ
ル

三
月
三
十
一
日

土
曜

同
日
午
前

天
皇
陛
下
西
京
ヨ
リ
臨
幸
閲
兵
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
本
隊
ハ
午
後
五
時
四
十
分
ト
同
六
時
十
五
分
ノ
汽
車
ニ
分
乗
、
大
阪
ヲ
発
シ
神
戸
ニ
向

フ
、
昶
ハ
屯
営
物
品
等
整
理
ノ
為
メ
阪
井
軍
吏
補
〔
重
勝
〕
ト
共
ニ
残
留
、
同
夜
二
時
屯
営
出
発
、
大
阪
屋
方
一
泊

此
日
神
戸
ニ
於
テ
遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
ノ
兵
軍
規
ヲ
犯
ス
モ
ノ
ア
リ
、
特
ニ
横
暴
ナ
ル
者
八
十
名
ヲ
緝
捕
シ
大
阪
ニ
送
リ
処
分
セ
ラ
ル

四
月
一
日

日
曜

晴

午
前
七
時
ノ
汽
車
ニ
テ
神
戸
港
ニ
到
ル
、
同
所
栄
町
二
丁
目
三
井
組
別
荘
ニ
着
休
、
同
日
午
後
楠
公
社
ニ
参
拝
ス
、
同
夜
十
一
時
玄
海

丸
ニ
乗
艦
、
同
夜
二
時
抜
錨

四
月
二
日

月
曜

舟
行
至
テ
易
シ
、
記
事
ナ
シ

四
月
三
日

火
曜

艦
中
無
異
、
午
前
八
時
十
分
艦
下
ノ
関
ニ
着
ス
、
参
謀
部
書
記
壱
名
上
陸
、
直
チ
ニ
発
艦
、
午
後
十
一
時
長
崎
港
着
艦
、
同
夜
三
時
過

同
港
油
屋
町
大
浦
方
本
営
宿
泊

四
月
四
日

水
曜

為
舩
中
慰
労
酒
饌
料
ヲ
賜
フ
、
同
日
午
後
俄
ニ
出
発
ノ
命
ア
リ
、
午
後
八
時
乗
艦

四
月
五
日

木
曜

午
前
五
時
抜
錨
、
午
後
一
時
過
肥
後
国
宇
土
郡
網
田
沖
ニ
着
艦
、
同
所
ハ
遠
浅
ナ
ル
ヲ
以
テ
小
舟
ニ
テ
同
四
時
ヨ
リ
上
陸
ヲ
挙
行
ス
、
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同
七
時
宇
土
郡
網
田
戸
口
浦
村
ヘ
着
、
江
藤
利
三
郎
方
宿
泊

船
中
ニ
テ
第
三
中
隊
ニ
附
属
ス

土
人
ノ
説
ニ
曰
、
去
ル
三
十
一
日
賊
徒
九
十
六
名
舟
津
村
ニ
ア
リ
、
軍
艦
ヨ
リ
大
砲
ヲ
注
射
ス
、
賊
狼
狽
停
止
ス
ル
能
ハ
ス
、
小
舟
ニ

乗
シ
�
走
ス
、
百
貫
石
辺
ニ
渡
リ
シ
由

同
夜
陸
軍
中
尉
横
濱
慶
昌
、
第
三
中
隊
長
心
得
拝
命
着
隊

四
月
六
日

金
曜

戸
口
浦
村
滞
在
、
同
夜
八
時
出
発
、
夜
行
軍
山
隘
嶮
路
、
況
ヤ
暗
夜
咫
尺
ヲ
弁
セ
ス
、
困
難
云
フ
可
ラ
ス

四
月
七
日

土
曜

午
前
五
時
宇
土
町
着
、
宇
土
学
校
ニ
於
テ
休
憩
、
午
前
十
時
発
二
手
ニ
分
レ
進
撃
、
第
三
中
隊
ハ
戸
尻
村
、
第
四
中
隊
ハ
馬
ノ
背
口
、

同
十
二
時
開
戦
、
左
半
隊
ハ
平
原
山
上
、
右
半
中
隊
ハ
平
原
山
下
田
畝
ニ
散
布
銃
戦
、
賊
兵
二
百
余
名
木
原
山
ノ
中
間
ニ
在
テ
対
戦
ス
、

午
後
二
時
過
右
半
隊
ヨ
リ
一
分
隊
ヲ
木
原
村
ヨ
リ
賊
背
後
ノ
山
上
ニ
迂
回
セ
シ
メ
、
賊
兵
ヲ
眼
下
ニ
注
射
ス
、
賊
狼
狽
傷
者
器
具
ヲ
擲

テ
走
ル
、
追
撃
木
原
村
ニ
入
リ
捜
索
、
傷
者
壱
名
ヲ
捕
獲
ス
、
猶
追
進
半
里
許
午
後
四
時
六
田
村
ニ
停
止
、
同
村
堤
上
ニ
於
テ
午
食
ヲ

喫
ス
、
午
後
五
時
宇
土
帰
陣

鹵
獲
品

銃
二

鎗
一

刀
一

手
旗
一

賊
遺
骸

十
名

内
司
令
ラ
シ
キ
者
一

土
人
説
ニ
曰
ク
、
六
日
夜
賊
兵
四
百
余
木
原
村
ニ
進
入
セ
リ
ト
、
同
村
中
所
々
ニ
歩
哨
舎
ヲ
実
検
セ
リ
、
木
原
山
ハ
一
名
朝
日
山
又
雁

回
山
ト
称
ス
、
鎮
西
八
郎
為
朝
ノ
古
城
址
ニ
シ
テ
、
鴻
雁
為
朝
ノ
射
術
ニ
恐
怖
シ
、
此
山
ヲ
迂
回
セ
シ
ト
云
フ
故
ニ
名
ク

軽
傷

小
隊
長
附
属

三
輪
忠
行
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同

兵
卒

大
岩
武
蔵

中
隊
長
附
属
ハ
軍
曹
相
当
、
小
隊
長
附
属
ハ
伍
長
相
当
ナ
リ

四
月
八
日

日
曜

宇
土
本
町
四
丁
目
江
嶋
弥
三
郎
方
滞
在

此
日
奥
少
佐
壱
大
隊
ヲ
引
率
シ
熊
本
城
ヲ
出
テ
宇
土
本
営
ニ
達
ス

同
夜
酒
ヲ
給
フ

四
月
九
日

月
曜

少
尉
試
補
楢
崎
小
次
郎
第
三
中
隊
附
キ
ト
ナ
ル
、
宇
土
舎
営

四
月
十
日

火
曜

宇
土
舎
営
、
記
事
ナ
シ

四
月
十
一
日

水
曜

ミ
ド
リ

午
前
十
時
整
列
、
下
新
開
村
ヘ
出
張
、
光
輪
寺
ニ
舎
営
、
緑
川
堤
上
大
�
兵
ニ
服
務
ス

重
傷
〔
笹
原
村
�
兵
線
ニ
於
テ
〕

兵
卒

鳥
井
方
辰

翌
十
二
日
宇
土
病
院
ニ
於
テ
死
亡

四
月
十
二
日

木
曜

緑
川
大
�
兵
、
同
日
笹
原
村
堤
上
ニ
於
テ
遊
撃
砲
兵
四
斤
山
砲
四
門
ヲ
以
テ
午
後
一
時
ヨ
リ
発
射
、
歩
兵
進
撃
ノ
応
援
ヲ
為
ス
、
歩
兵

ハ
三
手
ニ
分
テ
進
撃
、
然
ル
ニ
海
岸
佳
吉
ノ
一
手
進
ム
能
ス
半
途
ニ
シ
引
揚
ク
〔
此
手
ハ
敵
ノ
兵
力
ヲ
サ
ク
ノ
一
策
ナ
リ
シ
〕、
太
郎

兵
衛
渡
ノ
一
手
ハ
中
島
ニ
至
テ
停
止
ス
、
午
後
四
時
光
輪
寺
ヘ
帰
陣
、
同
日
酒
ヲ
賜
フ
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四
月
十
三
日

金
曜

夜
十
二
時
砲
隊
護
衛
ト
シ
テ
笹
原
村
新
田
緑
川
堤
上
ヘ
出
張
、
砲
隊
ハ
同
夜
十
時
過
ヨ
リ
頻
ニ
堤
上
ヨ
リ
前
岸
ナ
ル
二
町
村
学
寮
新
田

ノ
人
家
ニ
向
テ
発
射
セ
リ
、
同
人
家
ニ
点
火
シ
明
昼
ノ
如
シ
、
同
時
ニ
遊
撃
隊
選
抜
隊
四
十
名
上
陸
、
数
ヶ
所
ニ
放
火
シ
大
進
撃
、
賊

死
傷
枚
挙
ス
可
ラ
ス
、
十
四
日
払
暁
新
川
ノ
戦
ヒ
、
西
ノ
村
ノ
戦
ハ
最
モ
劇
烈
、
我
兵
又
死
傷
ア
リ
、
然
レ
ト
モ
賊
ノ
本
営
ヲ
略
取
シ

糧
米
其
他
捕
獲
品
多
数
ニ
シ
テ
、
容
易
川
尻
ニ
入
ル

四
月
十
四
日

土
曜

午
前
九
時
砲
隊
並
ニ
第
三
中
隊
ハ
六
弥
太
渡
ヨ
リ
緑
川
ヲ
渡
河
ス
、
八
丁
ヘ
上
陸
、
直
チ
ニ
川
尻
ニ
進
入
ス
、
夕
七
時
同
所
若
宮
大
�

兵
ト
シ
テ
出
張

四
月
十
五
日

日
曜

午
前
八
時
第
一
中
隊
ト
交
代
、
川
尻
舎
営

同
日
別
働
第
四
旅
団
ト
改
称
ス
、
同
日
熊
本
城
ヘ
酒
ヲ
送
ラ
ル
、
遊
撃
隊
一
中
隊
半
見
舞
ト
シ
テ
同
城
ニ
入
ル

同
日
午
後
幻
住
寺
（
延
寿
寺
ヵ
）
墓
地
ヲ
実
視
ス
、
賊
徒
ノ
墳
墓
九
百
六
十
本
余
ナ
リ
、
近
傍
ノ
地
ニ
於
テ
戦
死
セ
ル
モ
ノ
、
若
ク
ハ

川
尻
病
院
ニ
テ
死
没
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ

四
月
十
六
日

月
曜

午
前
十
時
発
、
攻
襲
偵
察
ト
シ
テ
二
中
隊
高
橋
町
ヨ
リ
上
松
尾
、
平
山
両
村
、
百
貫
石
、
小
島
ヲ
経
テ
、
午
後
十
時
川
尻
ヘ
帰
着
、
此

日
金
峯
山
ヲ
登
ル
、
殆
困
却
セ
リ

四
月
十
七
日

火
曜

雨

午
前
一
時
川
尻
発
、
松
橋
町
小
川
町
ヲ
経
テ
、
午
後
六
時
宮
ノ
原
着
泊
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四
月
十
八
日

水
曜

午
前
八
時
宮
ノ
原
発
、
午
前
十
一
時
八
代
郡
八
代
中
島
町
着
休
、
同
日
午
後
三
時
八
代
発
、
芦
北
郡
日
奈
久
着
、
午
後
九
時
ナ
リ
、
直

ニ
�
兵
ヲ
配
置
ス
、
昶
ハ
公
用
ノ
為
メ
後
ヨ
リ
出
発
、
路
ヲ
誤
リ
球
磨
川
右
岸
ヲ
直
進
ス
、
横
谷
ニ
出
ツ
、
再
ヒ
八
代
ニ
帰
、
道
路
ヲ

探
知
シ
、
夜
十
二
時
日
奈
久
ニ
着
ス

四
月
十
九
日

木
曜

日
奈
久
滞
在
、
記
事
ナ
シ
、
半
隊
大
�
兵
、
半
隊
舎
営

四
月
二
十
日

金
曜

前
日
ニ
同
シ

四
月
廿
一
日

土
曜

晴

日
奈
久
ハ
温
泉
場
ニ
シ
テ
、
伊
勢
屋
ノ
大
厦
高
楼
ニ
起
臥
シ
〔
一
中
隊
ヲ
寛
潤
ニ
収
容
シ
猶
余
リ
ア
リ
〕、
更
ニ
西
天
ヲ
望
メ
ハ
、
春

潮
不
浪
天
草
ノ
諸
島
目
前
ニ
螺
列
シ
、
風
光
明
媚
実
ニ
勝
景
ナ
リ
、
随
時
温
泉
ニ
浴
ス
、
積
日
ノ
欝
労
忽
チ
消
散
ス
、
頗
ル
慰
労
ノ
佳

境
タ
リ

四
月
廿
二
日

日
曜

前
日
ニ
同
シ
、
此
日
黒
田
中
将
参
軍
ヲ
罷
テ
還
ラ
ル

四
月
廿
三
日

月
曜

前
同
断

四
月
廿
四
日

火
曜

前
同
断
、
酒
ヲ
賜
フ
、
廿
二
日
以
来
隔
日
ヲ
以
テ
例
ト
ス
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四
月
廿
五
日

水
曜

雨

前
同
断
、
黒
田
参
軍
ヨ
リ
麦
酒
及
肴
ヲ
賜
フ

四
月
廿
六
日

木
曜

半
晴
半
雨

四
月
廿
七
日

金
曜

同
日
風
雨
甚
シ
、
楼
上
ハ
悉
皆
戸
ヲ
閉
鎖
ス
ル
ニ
至
ル
、
夜
ニ
至
リ
テ
雲
霽
レ
月
光
ヲ
看
ル

四
月
廿
八
日

土
曜

晴

記
事
ナ
シ
、
無
事
滞
在

四
月
廿
九
日

日
曜

晴

差
木
（
佐
敷
ヵ
）
進
撃
、
陸
海
ヨ
リ
進
ム
、
右
半
隊
ハ
横
濱
中
隊
長
及
ヒ
長
瀬
曹
長
之
ニ
属
シ
陸
ヨ
リ
進
ム
、
斥
候
賊
兵
狼
藉
ノ
状
ヲ

察
シ
数
発
劇
射
ス
、
終
ニ
狼
狽
シ
テ
�
走
ス
、
左
半
隊
ハ
�
崎
少
尉
試
補
、
木
造
曹
長
之
ニ
属
シ
、
軍
艦
鳳
翔
号
ニ
乗
シ
、
午
後
六
時

二
十
分
抜
錨
、
午
前
三
十
五
分
差
木
沖
着
艦
、
ハ
ツ
テ
ー
ラ
ヲ
以
テ
海
軍
兵
先
頭
上
陸
、
軍
艦
ヨ
リ
空
砲
ヲ
発
射
シ
声
援
ヲ
為
ス
ハ
カ

リ
、
石
村
ヨ
リ
七
合
許
佐
敷
ニ
着
ス
、
午
前
一
時
ナ
リ
、
直
ニ
大
�
兵
ヲ
配
置
ス

四
月
三
十
日

月
曜

晴
〔
夕
六
時
頃
ヨ
リ
雨
〕

佐
敷
滞
在
、
記
事
ナ
シ

五
月
一
日

火
曜

雨
午
後
霽

記
事
ナ
シ
、
佐
敷
舎
営

五
月
二
日

水
曜

晴

前
日
同
シ
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五
月
三
日

木
曜

晴
〔
夕
刻
ヨ
リ
雨
〕

午
前
三
時
整
列
、
鋒
野
峠
（
鉾
野
峠
の
誤
ヵ
）
賊
塁
ヲ
攻
撃
、
賊
戦
シ
テ
潰
走
ス
、
我
兵
勢
ニ
乗
シ
テ
鋒
野
峠
ヲ
略
シ
、
賊
ノ
�
舎
ヲ

バ
ヘ

火
シ
、
保
塁
ヲ
改
築
シ
テ
守
備
ス
、
朝
食
後
松
生
村
ヲ
捜
索
シ
、
佐
敷
ニ
帰
陣
ス
、
午
前
九
時
半
ナ
リ

鋒
野
嶺
口
吟

向
処
胸
牆
無
抗
兵
。
峯
頭
只
認
旭
光
明
。
休
言
鋒
野
山

嶮
。
一
放
閧
声
火
賊
営
。

五
月
四
日

金
曜

雨

差
木
舎
営
、
記
事
ナ
シ

同
所
里
程
標
ニ
依
レ
ハ
�
州
米
ノ
津
ヘ
八
里
、
人
吉
ヘ
モ
八
里
ナ
リ
、
熊
本
ヲ
距
ル
二
十
里
八
丁
六
間
ナ
リ

五
月
五
日

土
曜

雨

記
事
ナ
シ
、
休
憩

五
月
六
日

日
曜

曇

午
前
五
時
三
十
分
整
列
、
斥
候
ト
シ
テ
上
白
木
村
ヘ
出
張
、
同
六
時
半
到
着
、
賊
兵
二
十
余
名
山
上
ニ
顕
ル
、
砲
隊
霰
弾
ヲ
注
射
ス
、

賊
堡
塁
ニ
潜
ム
、
一
分
隊
ハ
正
面
山
上
ニ
昇
リ
、
三
分
隊
ハ
右
側
山
上
ニ
昇
リ
、
又
二
分
隊
ハ
左
側
山
上
ニ
昇
ン
ト
シ
山
腹
ニ
至
ル
、

賊
兵
二
十
許
名
山
上
森
林
中
ヨ
リ
劇
射
ス
、
我
兵
苦
戦
憤
進
、
終
ニ
山
上
ニ
達
シ
賊
ノ
左
側
ヲ
劇
射
ス
、
右
側
ノ
三
分
隊
モ
亦
憤
戦
ス
、

賊
兵
益
増
加
我
利
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
察
シ
、
午
後
二
時
終
ニ
退
却
ス
、
午
後
三
時
佐
敷
帰
陣

右
手
軽
傷

中
隊
長
附
属

伊
藤
冨
士
太
郎

右
足
軽
傷

兵
卒

森
伊
蔵

五
月
七
日

月
曜

晴
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佐
敷
舎
営

�
崎
少
尉
試
補
少
尉
拝
任
、
長
瀬
曹
長
少
尉
試
補
拝
命

五
月
八
日

火
曜

晴

同
夜
十
時
整
列
、
同
十
時
三
十
分
鋒
野
峠
ニ
着
シ
、
同
所
ニ
於
テ
夜
食
ヲ
喫
ス
、
且
酒
ヲ
賜
フ
、
高
島
参
謀
少
佐
進
撃
ノ
部
署
ヲ
定
ム
、

第
二
中
隊
ハ
先
鋒
賊
ノ
右
側
ノ
山
ニ
向
テ
進
ミ
、
第
四
中
隊
ハ
其
次
キ
ノ
左
ニ
進
ム
、
我
カ
第
三
中
隊
ハ
二
分
隊
ヲ
�
崎
少
尉
引
率
シ

諏
訪
山
ニ
昇
リ
、
二
分
隊
ヲ
木
造
曹
長
引
率
シ
テ
上
白
木
村
砲
隊
護
衛
及
ヒ
大
尼
田
口
ノ
警
備
諏
訪
山
ノ
応
援
ニ
任
ス
、
又
四
分
隊
ヲ

横
濱
中
隊
長
、
長
瀬
少
尉
試
補
之
ヲ
引
率
シ
テ
正
面
山
上
ニ
昇
リ
頻
ニ
発
射
ス
、
又
横
濱
中
隊
長
ハ
二
分
隊
ヲ
引
率
シ
テ
賊
ノ
左
側
堡

塁
ニ
突
入
ス
、
賊
狼
狽
潰
走
ス
、
遂
ニ
白
木
山
上
ヲ
略
取
シ
暫
時
銃
砲
戦
ヲ
為
ス
、
然
レ
ト
モ
兵
員
寡
少
ニ
シ
テ
厳
守
ス
可
ラ
サ
ル
ヲ

以
テ
退
却
ス
、
翌
九
日
午
後
三
時
鋒
野
峠
ニ
引
揚
ケ
休
憩
、
午
後
四
時
差
木
帰
陣

左
手
銃
傷

中
隊
長

町
田
政
治

右
膝
銃
傷

上
等
兵

門
安
五
郎

左
肩
刀
傷

兵
卒

取
出
善
次
郎

頭
部
打
撲
傷

兵
卒

三
輪
保
敬

左
足
銃
傷

兵
卒

高
橋
栄
吉

五
月
九
日

水
曜

晴

払
暁
ヨ
リ
白
木
山
戦
闘

五
月
十
日

木
曜

晴

午
後
長
瀬
少
尉
試
補
六
分
隊
ヲ
引
率
シ
兼
丸
村
ニ
分
遣
ス
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五
月
十
一
日

記
事
ナ
シ

五
月
十
二
日

土
曜

晴

午
前
五
時
賊
兵
暁
霧
ノ
深
ニ
乗
シ
田
川
口
ヨ
リ
兼
丸
村
ノ
�
兵
線
ニ
襲
来
、
終
ニ
兼
丸
村
ニ
入
テ
火
ヲ
放
ツ
ニ
至
ル
、
我
兵
苦
戦
ス
、

佐
敷
神
社
前
ニ
備
ヘ
タ
ル
四
斤
山
砲
一
門
霰
弾
ヲ
劇
射
シ
大
ニ
功
ヲ
奏
、
遊
撃
手
砲
兵
卒
某
最
モ
勇
戦
劇
闘
ス
、
漸
次
第
一
、
二
中
隊

ノ
来
援
ヲ
得
テ
河
岸
並
ニ
右
側
又
ハ
兼
丸
背
後
ノ
山
ニ
登
リ
劇
戦
、
午
前
九
時
頃
賊
敗
走
、
勢
ニ
乗
シ
追
撃
山
中
ヲ
捜
索
シ
賊
死
体
十

七
名
、
生
擒
四
名
ヲ
得
タ
リ
、
午
前
十
時
半
差
木
帰
陣

左

骨
銃
傷

軍
曹

天
野
直

左
指
銃
傷

上
等
兵

角
田
伝
八
郎

左
肩
胛
銃
傷
戦
死

一
等
兵

後
藤
松
太
郎

五
月
十
三
日

日
曜

雨

賊
兵
松
生
峠
ニ
襲
来
ノ
報
ア
リ
、
午
前
三
時
出
発
松
生
峠
ニ
向
フ
、
午
前
十
時
差
木
帰
陣
、
午
後
八
時
発
鋒
野
峠
ヘ
出
張
、
同
所
大
�

兵五
月
十
四
日

月
曜

雨

鋒
野
峠
大
�
兵
、
午
後
三
時
差
木
帰
休

同
日
別
働
第
二
旅
団
へ
合
併
ノ
令
ア
リ

五
月
十
五
日

火
曜

雨

午
前
十
一
時
佐
敷
発
、
午
後
二
時
大
尼
田
村
着
、
即
時
球
磨
越
大
�
兵
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五
月
十
六
日

水
曜

晴

球
磨
越
大
�
兵

五
月
十
七
日

マ
マ水

曜

晴

午
前
十
一
時
三
十
分
大
�
兵
第
一
中
隊
ト
交
代
、
大
尼
田
舎
営

五
月
十
八
日

金
曜

晴

大
尼
田
村
舎
営
、
記
事
ナ
シ

五
月
十
九
日

土
曜

晴

午
前
十
一
時
第
一
中
隊
ト
交
代
、
球
磨
越
大
�
兵
服
務

五
月
二
十
日

日
曜

晴

マ
マ隈
越
大
�
兵

五
月
廿
一
日

月
曜

晴

午
前
十
二
時
第
一
中
隊
ト
交
代
、
大
尼
田
村
帰
休
舎
営

五
月
廿
二
日

火
曜

晴

午
前
六
時
整
列
大
河
内
村
出
張
〔
道
程
約
二
里
〕、
午
前
十
時
吉
雄
村
到
着
、
市
原
越
及
ヒ
箙
瀬
口
大
�
兵

五
月
廿
三
日

水
曜

晴

午
前
十
時
市
原
越
ヨ
リ
引
揚
ケ
吉
雄
村
舎
営
、
同
夜
箙
瀬
口
同
断

五
月
廿
四
日

木
曜

晴

吉
雄
村
舎
営
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五
月
廿
五
日

金
曜

晴

午
前
六
時
出
発
、
同
十
時
長
澤
村
着
休
憩
、
牛
尾
峠
ヲ
経
テ
十
二
時
告
坂
峠
着
、
堡
塁
ヲ
築
キ
大
�
兵
ヲ
配
置
ス

五
月
廿
六
日

土
曜

午
後
一
時
第
一
中
隊
ト
交
代
、
角
割
村
舎
営
、
午
後
六
時
出
発
、
右
半
隊
ハ
告
坂
山
上
援
隊
、
左
半
隊
ハ
鎌
瀬
村
警
備
ニ
服
務
ス

五
月
廿
七
日

日
曜

晴

午
前
十
時
整
列
二
分
隊
斥
候
ト
シ
テ
一
勝
地
村
ヘ
出
張
、
賊
兵
同
地
山
上
ヨ
リ
劇
射
ス
ル
ヲ
以
テ
急
ニ
退
却
ス
、
午
後
六
時
過
帰
陣

五
月
廿
八
日

月
曜

晴

十
二
時
発
第
一
中
隊
ト
交
代
、
告
坂
峠
大
�
兵
ニ
服
務
ス

五
月
廿
九
日

火
曜

晴

ソ
ゝ
ギ

午
前
三
時
告
坂
発
、
池
ノ
下
、
篠
ノ
両
村
山
上
ニ
出
張
、
大
�
兵
ヲ
配
置
ス
、
堡
塁
中
築
造
中
賊
兵
ヨ
リ
大
小
砲
ヲ
注
射
セ
リ

五
月
三
十
日

水
曜

晴

一
勝
地
山
戦
闘
、
此
日
人
吉
城
陥
落
（
人
吉
陥
落
は
六
月
一
日
―
校
訂
者
注
）、
午
前
十
一
時
引
揚

五
月
三
十
一
日

木
曜

晴

横
濱
中
隊
長
五
分
隊
ヲ
引
率
シ
渡
リ
村
ヘ
出
張
、
大
�
兵
ヲ
配
置
ス
、
三
分
隊
ハ
一
勝
地
村
ニ
在
テ
舎
営

別
紙
之
通

被
仰
出
候
條
、
厚
ク
御
趣
意
ヲ
体
認
シ
部
下
ヘ
諭
逹
可
致
事

五
月
廿
六
日

有
栖
川
征
討
総
督

山
田
陸
軍
少
将
殿

川
路
陸
軍
少
将
殿
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諸
軍
隊
奮
励
勇
戦
、
曩
ニ
熊
本
城
ニ
連
絡
シ
大
ニ
賊
勢
ヲ
挫
キ
候
段

叡
感
不
尠
、
依
テ
積
日
ノ
軍
労
ヲ
被
慰
、
侍
従
長
東
久
世
通

ヲ
被
差
遣
、
別
紙
目
録
之
通
下
賜
候
事

明
治
十
年
五
月
十
八
日

目
録

一
佐
官
並
相
当
官

拾
円
ツ
ヽ

一
大
尉
並
相
当
官

七
円
五
拾
銭
ツ
ヽ

一
中
尉
並
相
当
官

文
官
七
等
以
上

五
円
ツ
ヽ

一
下
士

判
任

警
部

弐
円
五
拾
銭
ツ
ヽ

一
兵
卒

等
外

巡
査

壱
円
ツ
ヽ

患
者
之
部

一
佐
官

拾
五
円

一
尉
官

拾
円

一
下
士

参
円

一
兵
卒

弐
円

六
月
一
日

金
曜

晴

ガ
ミ

午
前
三
時
発
、
一
勝
地
村
ノ
三
分
隊
ハ
江
ノ
口
村
ヘ
、
渡
リ
村
ノ
五
分
隊
ハ
中
神
村
ヘ
出
張

六
月
二
日

土
曜

晴
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午
前
渡
リ
村
ニ
於
テ
中
隊
併
合
、
午
後
三
時
一
勝
地
村
ヘ
全
中
隊
引
揚
ケ
舎
営
ス

六
月
三
日

日
曜

晴

午
前
十
時
発
、
三
ヶ
浦
村
ノ
内
チ
前
床
村
転
移
之
処
、
俄
ニ
模
様
替
大
尼
田
村
舎
営
、
昶
ハ
参
謀
官
随
従
高
岡
山
�
兵
線
巡
視

六
月
四
日

月
曜

晴

午
後
六
時
出
張
、
紅
取
山
大
�
兵

六
月
五
日

火
曜
〔
午
前
二
時
ヨ
リ
雨
、
同
八
時
半
ヨ
リ
晴
〕

同
日
大
、
中
隊
本
部
ヲ
大
柿
村
ニ
移
転
ス

六
月
六
日

水
曜

小
雨
午
後
晴

大
�
兵
ヲ
二
本
箒
ニ
移
ス

六
月
七
日

木
曜

晴

前
同
断
二
分
隊
ヲ
斥
候
ト
シ
テ
ド
ン
デ
ン
〔
論
伝
ナ
リ
〕
山
出
張

六
月
八
日

金
曜

晴
後
雨

前
ニ
同
シ

六
月
九
日

土
曜

晴

前
同
断
、
昶
ハ
小
柿
村
舎
営
ニ
休
憩

六
月
十
日

日
曜

晴

二
本
箒
大
�
兵
、
記
事
ナ
シ

六
月
十
一
日

月
曜

雨
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前
同
断

六
月
十
二
日

火
曜

晴

午
前
十
一
時
発
、
田
野
村
前
面
山
上
マ
テ
斥
候
、
田
野
賊
塁
ヲ
偵
察
ス
、
午
後
九
時
大
柿
村
ヘ
帰
着
舎
営

六
月
十
三
日

水
曜

晴
夜
雨

前
同
断
、
午
後
五
時
発
鹿
目
村
出
張
、
同
夜
シ
リ
カ
グ
メ
峠
露
営

六
月
十
四
日

木
曜

晴

払
暁
田
野
村
進
撃
、
前
夜
賊
�
走
ス
、
直
チ
ニ
田
野
村
進
入
休
憩
、
即
時
大
塚
村
ヘ
転
進
、
又
吉
田
越
ニ
出
張
、
観
音
坂
ニ
大
�
兵
ヲ

配
置
ス

六
月
十
五
日

金
曜

晴

観
音
坂
大
�
兵
、
同
日
炊
事
場
ヲ
大
河
間
村
ニ
移
ス

六
月
十
六
日

土
曜

晴

前
同
断

六
月
十
七
日

日
曜

晴

前
ニ
同
シ

六
月
十
八
日

月
曜

午
後
雨

前
同
断

六
月
十
九
日

火
曜

曇

前
同
断
、
同
日
大
口
陥
ル
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六
月
二
十
日

水
曜

雨

前
ニ
同
シ

六
月
廿
一
日

木
曜

晴

前
同
断

六
月
廿
二
日

金
曜

晴

吉
田
村
ヘ
進
入
、
河
ヲ
隔
テ
互
ニ
堡
塁
ヨ
リ
銃
炮
ヲ
放
射
シ
対
戦
ス

六
月
廿
三
日

土
曜

晴

午
後
六
時
観
音
阪
ヘ
引
揚
ケ
、
同
所
大
�
兵

六
月
廿
四
日

日
曜

晴

午
後
八
時
間
村
字

野
ヘ
引
揚
ケ
、

原
勇
財
方
舎
営

六
月
廿
五
日

月
曜

晴

午
前
八
時
観
音
阪
出
張
、
夕
六
時
過
ヨ
リ
雨

六
月
廿
六
日

火
曜

雨

大
�
兵
前
日
ニ
同
シ

六
月
廿
七
日

水
曜

雨

観
音
阪
大
�
兵

六
月
廿
八
日

木
曜

雨
午
後
晴

第
四
中
隊
ト
大
�
兵
交
代
、
間
村

原
方
舎
営
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六
月
廿
九
日

金
曜

晴

間
村
舎
営
、
人
吉
城
市
ヲ
巡
視
ス

六
月
三
十
日

土
曜

晴

間
村
舎
営

七
月
一
日

日
曜

晴

人
吉
市
街
ヲ
巡
視
ス
、
此
日
賊
壺
屋
村
ニ
襲
来
、
我
兵
利
ナ
ラ
ス
急
ニ
出
張
ノ
命
ア
リ
、
午
後
八
時
間
村
ヲ
発
シ
赴
援
ス
、
夜
行
軍

七
月
二
日

月
曜

晴

午
前
六
時
平
野
村
着
、
同
九
時
又
同
所
ヲ
発
シ
宮
ノ
原
村
到
着
、
直
チ
ニ
月
木
越
進
撃
、
半
途
ニ
シ
テ
退
却
、
同
村
舎
営

七
月
三
日

火
曜

晴

午
前
三
時
発
、
第
一
方
面
中
村
中
佐
（
重
遠
）
ノ
指
麾
下
ニ
属
シ
皆
越
攻
撃
、
地
蔵
阪
及
耳
取
山
ノ
賊
ヲ
掃
攘
シ
、
糧
米
八
十
余
俵
及

味
噌
若
干
�
、
大
小
鍋
十
数
個
、
其
他
炊
事
具
等
多
数
ヲ
鹵
獲
ス
、
同
日
耳
取
山
大
�
兵

七
月
四
日

水
曜

晴

耳
取
山
及
ヒ
小
白
髪
嶽
大
�
兵

此
地
ハ
有
名
ナ
ル
白
尾
嶽
〔
大
白
髪
、
小
白
髪
〕
ノ
山
麓
ニ
シ
テ
人
烟
稀
薄
ノ
深
山
ナ
リ
、
冷
泉
ア
リ
其
味
甘
露
ノ
如
シ

つ
ヽ
乃
音
は
絶
へ
て
麓
の
清
水
か
な

十
四
大
区
九
小
区
皆
越
村
〔
右
久
浦
木
、
左
ス
ウ
キ
〕
ノ
木
標
ア
リ
、
又
老
杉
ノ
枯
槁
セ
ル
ア
リ
、
一
本
杉
ト
称
ス
、
肥
後
日
向
ノ
国

境
ナ
リ

七
月
五
日

木
曜

晴
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前
日
ニ
同
シ

七
月
六
日

金
曜

晴
雨
相
半
〔
午
前
雨
、
午
後
晴
、
夕
五
時
ヨ
リ
又
雨
〕

前
同
断
、
小
白
髪
嶽
ノ
堡
塁
ハ
之
ヲ
築
ク
ニ
該
リ
、
多
ク
ハ

石
ニ
シ
テ
土
ヲ
得
ル
ニ
究
困
ス
、
故
ニ
鹵
獲
ノ
米
俵
ヲ
併
列
シ
テ
之
ニ

土
ヲ
覆
ヒ
以
テ
堡
塁
ト
ス
、
頃
日
地
険
悪
運
輸
ニ
苦
ム
、
為
メ
ニ
糧
食
充
分
ナ
ラ
ス
、
夜
半
ニ
及
ン
テ
空
腹
ヲ
訴
ル
甚
シ
、
茲
ニ
於
テ

某
ノ
発
議
ヲ
以
テ
堡
塁
ノ
一
隅
ヲ
破
壊
シ
、
鹵
獲
ノ
味
噌
ヲ
利
用
シ
雑
水
（
雑
炊
ヵ
）
ヲ
煮
テ
以
テ
空
腹
ヲ
慰
ス
、
一
奇
談
ト
云
フ
可

シ七
月
七
日

土
曜

雨

大
�
兵
前
日
ニ
同
シ

七
月
八
日

日
曜

晴

前
同
断

七
月
九
日

月
曜

晴
午
後
十
時
ヨ
リ
雨

前
日
ニ
同
シ

発
乙
第
千
百
二
号

去
ル
明
治
四
年
廃
藩
、
四
鎮
台
被
置
候
節
召
集
候
壮
兵
、
同
八
年
二
月
解
隊
相
成
、
其
砌
為
賞
典
同
年
六
月
一
日
ヨ
リ
向
二
ヶ
年
、

一
人
口
下
賜
候
旨
陸
軍
省
ヨ
リ
達
相
成
居
候
処
、
先
般
臨
時
召
集
遊
撃
隊
編
成
、
現
今
出
征
中
右
章
典
米
下
賜
之
日
限
己
ニ
相
満
候

得
共
、
本
年
五
月
廿
九
日
発
乙
第
九
百
十
八
号
ヲ
以
テ
相
逹
置
候
趣
モ
有
之
候
ニ
付
、
賊
徒
平
定
右
解
隊
迄
之
間
従
前
之
通
一
人
口

下
賜
候
、
此
旨
相
逹
候
事

明
治
十
年
七
月
九
日

征
討
総
督
本
営
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別
働
第
二
旅
団

七
月
十
日

火
曜

雨

夜
十
二
時
発
、
国
見
山
正
面
賊
塁
攻
撃
、
闇
夜
山
路
険
悪
困
苦
云
フ
可
ラ
ス

七
月
十
一
日

水
曜

晴

午
前
三
時
三
十
分
ヨ
リ
開
戦
ノ
筈
ナ
リ
シ
ニ
、
賊
�
舎
及
ヒ
須
木
村
ニ
放
火
シ
�
走
セ
リ
、
午
前
八
時
出
発
尾
撃
シ
テ
須
木
村
中

村

ヲ
経
テ
須
本
（
須
木
ヵ
）
村
入
口
迄
出
張
、
午
後
九
時
国
見
山
「
バ
ラ
ッ
ク
」
ニ
帰
着
ス
、
半
途
ヨ
リ
大
雨
沛
然
ト
シ
テ
至
リ
困
窮
ヲ

尽
セ
リ

七
月
十
二
日

木
曜

晴
午
後
小
雨

国
見
山
大
�
兵

七
月
十
三
日

金
曜

晴

国
見
山
大
�
兵

七
月
十
四
日

土
曜

晴
午
後
七
時
ヨ
リ
雨

前
日
ニ
同
シ

七
月
十
五
日

日
曜

雨

午
前
八
時
大
�
兵
ヲ
引
揚
ケ
中
古
馬
村
ニ
舎
営
、
同
日
二
分
隊
ヲ
ア
ラ
ダ
イ
山
�
兵
ト
シ
テ
出
ス

七
月
十
六
日

月
曜

雨

麓
越
ヘ
半
隊
ヲ
出
シ
�
兵
ヲ
布
置
ス

七
月
十
七
日

火
曜

雨
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ス

ゝ
ハ
ラ

麓
越
大
�
兵
、
長
瀬
少
尉
試
補
二
分
隊
ヲ
引
率
シ
野
尻
村
迄
斥
候
ト
シ
テ
出
張
、
然
ル
ニ
賊
巣
師
原
村
ニ
�
兵
線
ヲ
布
置
シ
、
彼
ヨ
リ

劇
射
ス
ル
ヲ
以
テ
急
ニ
引
揚
ケ
タ
リ

七
月
十
八
日

水
曜

晴

麓
越
大
�
兵

七
月
十
九
日

木
曜

晴

ス

ゝ

早
天
野
尻
攻
撃
、
二
分
隊
ヲ
木
造
昶
引
卒
シ
テ
横
谷
越
ヘ
、
半
隊
ヲ
横
濱
中
隊
長
、
長
瀬
少
尉
試
補
指
揮
シ
テ
巣
師
原
越
ヘ
、
二
分
隊

ヲ
麓
越
旧
線
ニ
残
置
シ
以
テ
援
隊
ト
ナ
シ
、
第
四
中
隊
ヲ
先
鋒
ト
シ
テ
進
ム
、
然
ル
ニ
小
林
口
進
撃
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
戦
闘
半
ニ
シ
テ

旧
線
ニ
引
揚
ケ
タ
リ
、
午
前
九
時
ナ
リ

七
月
二
十
日

金
曜

晴

午
後
三
時
半
隊
ヲ
木
造
昶
引
率
シ
テ
大
野
村
ヘ
出
張

七
月
廿
一
日

土
曜

晴

ヤ
マ
ヒ
ト

麓
越
半
隊
ハ
山
城
山
攻
撃
目
的
ヲ
達
ス
、
内
二
分
隊
ヲ
内
山
越
ニ
出
シ
大
�
兵
ヲ
配
置
ス
、
大
野
村
出
張
ノ
半
隊
ハ
内
二
分
隊
ヲ
龍
野

山
ノ
麓
ニ
配
置
シ
、
二
分
隊
ヲ

帰
リ
峠
ニ
置
ク
、
此
戦
ハ
廿
日
廿
一
日
ノ
両
日
ニ
渉
リ
、
賊
勢
甚
強
シ
依
テ
苦
戦
ス
、
二
度
目
ノ
田

原
坂
ト
称
ス

七
月
廿
二
日

日
曜

晴

麓
越
半
隊
ハ
野
尻
攻
撃
、
賊
潰
走
ス
、
内
山
村
舎
営
、

帰
山
半
隊
ハ
同
所
大
�
兵

七
月
廿
三
日

月
曜

晴
午
後
雷
雨

前
日
ニ
同
シ
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七
月
廿
四
日

火
曜

晴

午
前
八
時

帰
山
大
�
兵
、
第
二
聨
隊
ト
交
代
、
小
野
山
舎
営

七
月
廿
五
日

水
曜

雨

午
前
七
時
発
七
ツ
山
出
張
、
同
所
大
�
兵

七
月
廿
六
日

木
曜

晴

前
日
ニ
同
シ

七
月
廿
七
日

金
曜

晴

前
日
ニ
同
シ
記
事
ナ
シ

七
月
廿
八
日

土
曜

晴

ナ
カ
ド
ウ

午
前
二
時
発
、
同
四
時
半
一
ノ
瀬
賊
塁
攻
撃
、
戦
闘
一
時
半
許
ニ
シ
テ
賊
潰
走
、
追
撃
上
畑
村
ニ
進
入
休
憩
、
直
チ
ニ
綾
村
ノ
内
中
道

ニ
進
入
舎
営

七
月
廿
九
日

日
曜

晴

午
前
三
時
発
高
岡
攻
撃
、
小
原
村
ヲ
経
テ
向
阪
ニ
進
ム
、
更
ニ
路
ヲ
転
シ
テ
森
永
町
ニ
入
ン
ト
ス
、
賊
河
岸
ニ
依
テ
防
戦
暫
時
ニ
シ
テ

走
ル
、「
ス
ナ
イ
ド
ル
」
銃
包
五
百
発
入
五
個
ヲ
鹵
獲
ス
、
同
所
休
憩
午
後
二
時
発
、
第
一
中
隊
応
援
ト
シ
テ
出
張
、
族
�
走
セ
ル
ヲ

以
テ
之
ヲ
追
テ
本
荘
十
日
町
ニ
進
入
ス
、
半
隊
ヲ
以
テ
�
兵
ヲ
布
置
シ
、
半
隊
ハ
舎
営
ス
、
島
原
玄
龍
方
泊

七
月
三
十
日

月
曜

晴

半
隊
�
兵
、
半
隊
舎
営

七
月
三
十
一
日

火
曜

晴
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午
前
八
時
発
六
日
町
ヘ
出
張
、
同
十
時
木
之
脇
ニ
進
入
、
途
上
残
賊
ヲ
追
撃
シ
廟
堂
寺
越
ヲ
経
テ
十
二
時
廟
堂
寺
村
ニ
着
休
憩
、
午
後

三
時
本
隊
及
ヒ
教
導
団
�
抜
隊
、
近
衛
兵
一
中
隊
ト
共
ニ
佐
土
原
ニ
突
入
ス
、
賊
狼
狽
潰
走
ス
、
追
撃
喇
叭
ヲ
吹
奏
シ
大
ニ
閧
声
ヲ
発

シ
テ
佐
土
原
ニ
突
進
ス
、
午
後
六
時
ナ
リ
、
市
街
及
士
族
邸
ニ
放
火
シ
、
高
鍋
口
一
ノ
瀬
川
河
岸
ニ
大
�
兵
ヲ
布
置
シ
露
営
ス

此
日
賊
ノ
負
傷
者
道
路
ニ
遺
棄
シ
去
ル
、
其
惨
状
云
フ
可
ラ
ス

八
月
一
日

水
曜

晴

午
前
十
一
時
第
一
中
隊
及
ヒ
大
阪
鎮
台
兵
ト
�
兵
線
交
代
、
佐
土
原
士
族
邸
舎
営
、
此
日
前
岸
賊
兵
頻
ニ
増
加
ノ
模
様
ア
リ
、
放
火
劇

甚
ナ
リ
、
夜
ニ
至
テ
大
ニ
襲
来
ス
、
暫
時
ニ
シ
テ
之
ヲ
撃
掃
セ
リ

八
月
二
日

木
曜

晴

午
前
三
時
発
高
鍋
攻
撃
、
一
ノ
瀬
川
対
戦
、
大
小
砲
銃
ヲ
劇
射
ス
、
賊
又
之
ニ
抵
抗
シ
其
勢
軽
侮
ス
可
ラ
ス
、
屯
田
兵
左
翼
ヨ
リ
渡
河

シ
、
次
テ
諸
隊
又
渡
河
シ
潰
賊
ヲ
追
テ
高
鍋
ニ
進
入
ス
、
賊
ノ
参
軍
坂
田
諸
潔
ノ
軍
令
状
其
他
書
類
等
数
多
及
ヒ
天
幕
二
張
ノ
鹵
獲
品

ア
リ
、
市
街
ハ
散
乱
惨
状
ノ
景
況
云
フ
可
ラ
ス
、
少
時
休
憩
ノ
後
比
企
野
村
ヘ
進
入
舎
営

八
月
三
日

金
曜

晴

午
前
四
時
発
高
城
ニ
進
入
、
半
隊
ヲ
延
岡
街
道
ノ
大
�
兵
ニ
宛
テ
、
半
隊
ヲ
木
造
昶
引
率
シ
テ
参
謀
官
随
従
、
間
道
ノ
残
賊
ヲ
捜
索
ス
、

同
日
午
後
両
半
隊
共
引
揚
ケ
舎
営
ス
、
同
所
小
学
校
ナ
リ

八
月
四
日

土
曜

雨
午
後
晴

午
前
五
時
発
尾
鈴
山
ヘ
出
張
ノ
命
ア
リ
、
依
テ
ト
ヾ
ロ
村
、
木
羽
田
村
ヲ
経
テ
平
山
村
ニ
進
入
、
半
隊
大
�
兵
、
半
隊
舎
営

八
月
五
日

日
曜

晴

平
山
村
舎
営
休
憩
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八
月
六
日

月
曜

晴

坪
屋
攻
撃
、
夜
十
二
時
発
、
サ
ヤ
原
村
ヲ
経
テ
丸
山
村
ヲ
過
キ
、
同
所
山
間
ニ
於
テ
露
営
ス
、
二
分
隊
ヲ
�
兵
ト
シ
テ
山
上
ニ
出
ス

八
月
七
日

火
曜

大
雨

坪
屋
村
ノ
内
赤
井
ガ
ソ
村
進
入
舎
営

八
月
八
日

水
曜

大
雨
車
軸
ヲ
流
ス
カ
如
ク
雷
鳴
又
頻
ナ
リ

ゲ

ゲ

午
前
三
時
発
、
山
蔭
ヘ
進
軍
ノ
処
、
河
水
満
漲
渡
河
ス
可
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
川
上
ニ
壱
里
余
ヲ
迂
回
シ
、
山
蔭
村
ノ
内
羽
阪
角
村
ニ
於

テ
停
止
、
舎
営
ス

八
月
九
日

木
曜

雨
ゲ

ゲ

午
前
六
時
発
、
山
蔭
川
ヲ
渡
舩
シ
山
蔭
本
村
間
野
休
憩
、
塩
見
村
ノ
内
永
田
村
ヘ
進
入
舎
営
、
此
日
諸
川
皆
満
漲
、
道
路
為
ニ
通
セ
ス

八
月
十
日

金
曜

曇

永
田
村
舎
営

八
月
十
一
日

土
曜

晴

午
後
五
時
永
田
町
発
、
引
返
シ
テ
山
蔭
村
ニ
至
リ
休
憩
、
後
夜
行
軍

八
月
十
二
日

日
曜

晴

田
代
村
ヲ
経
テ
粕
野
村
ニ
進
入
、
舎
営

八
月
十
三
日

月
曜

晴

ウ

オ

マ

バ
ル

午
前
八
時
発
、
宇
納
間
村
ノ
内
小
原
舎
営
、
午
後
五
時
発
、
小
黒
木
村
ヘ
進
入
、
同
所
地
蔵
堂
前
大
松
樹
下
露
営

八
月
十
四
日

火
曜

晴
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バ
ル

午
前
八
時
発
、
伊
原
村
ヘ
進
入
休
憩
、
午
後
一
時
同
所
ヲ
発
シ
延
岡
ヘ
進
入
、
午
後
六
時
同
所
士
族
邸
ヘ
舎
営

八
月
十
五
日

水
曜

晴

バ

午
前
三
時
発
、
熊
田
村
賊
巣
攻
撃
先
鋒
ト
シ
テ
小
梓
越
ニ
進
路
ヲ
取
リ
、
稲
荷
崎
村
ニ
進
入
シ
後
隊
ヲ
待
ツ
、
然
ル
ニ
賊
急
ニ
大
挙
シ

テ
地
蔵
阪
辺
ノ
山
上
ニ
於
テ
合
図
ノ
号
砲
ヲ
発
シ
、
頻
リ
ニ
喇
叭
ヲ
吹
奏
シ
大
ニ
勢
ヲ
張
リ
、
一
斉
突
進
セ
ン
ト
ス
、
茲
ニ
於
テ
中
隊

中
二
分
隊
ヲ
大
砲
ノ
護
衛
ト
ナ
シ
、
六
分
隊
ヲ
二
分
シ
三
分
隊
ヲ
長
瀬
少
尉
試
補
指
揮
シ
テ
右
方
ニ
該
リ
、
三
分
隊
ヲ
木
造
昶
指
揮
シ

テ
左
方
ニ
当
リ
、
必
死
ヲ
以
テ
劇
戦
憤
闘
ス
、
彼
レ
抜
刀
隊
ヲ
以
テ
頻
リ
ニ
突
入
セ
ン
ト
計
ル
モ
ノ
数
時
、
況
ヤ
左
方
ノ
三
分
隊
ハ
芋

畑
ニ
散
布
シ
地
物
頼
ル
可
キ
ナ
ク
、
刻
苦
終
ニ
賊
数
名
ヲ
斃
シ
漸
ク
之
ヲ
山
上
ニ
追
ヒ
ア
ゲ
タ
リ
、
殆
ド
午
前
十
一
時
ナ
リ

股
間
銃
傷

小
隊
長
付
属

大
野
良
吉

戦
死

兵
卒

松
本
全
四
郎

左
肩
銃
傷

弾
薬
運
搬
人
夫

軍
夫
一
名

右
稲
荷
崎
ニ
於
テ

諸
隊
続
々
援
来
増
加
シ
大
ニ
勢
ヲ
得
、
永
尾
山
ノ
中
腹
ニ
迫
ル
、
賊
永
尾
山
ノ
絶
頂
一
本
松
〔
一
松
樹
ア
リ
之
ヲ
一
本
松
ト
称
ス
〕
ノ

要
地
ヲ
占
メ
堅
固
ノ
堡
塁
ヲ
築
キ
、
我
ヲ
眼
下
ニ
注
射
ス
、
官
兵
負
傷
者
多
数
、
士
官
ノ
如
キ
ハ
中
村
中
佐
始
メ
数
名
ニ
至
ル
、
如
何

セ
ン
彼
レ
要
所
ニ
在
テ
、
我
ハ
仰
テ
之
ニ
対
ス
、
山
腹
ニ
集
同
セ
ル
兵
数
殆
ト
八
中
隊
許
ナ
ル
モ
、
尠
シ
ク
運
動
ス
レ
ハ
忽
チ
斃
サ
ル
、

単
ニ
伏
シ
テ
銃
火
ヲ
射
出
ス
ル
ノ
ミ
、
漸
ク
シ
テ
賊
漬
去
（
潰
去
ヵ
）
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
勢
ア
ル
ヲ
認
メ
、
急
ニ
突
撃
進
出
シ
テ
遂
ニ
山

マ
マ

頂
ヲ
略
守
シ
、
山
間
ヲ
潰
走
ス
ル
賊
兵
ヲ
注
射
ス
ル
、
其
快
云
フ
可
ラ
ス
、
昶
壱
分
隊
ヲ
卒
テ
尾
道
ヲ
追
撃
ス
ル
コ
ト
数
丁
ニ
シ
テ
第

八
中
隊
ノ
後
来
ス
ル
ニ
逢
ヒ
、
其
地
ヲ
同
隊
ニ
譲
リ
一
本
松
ニ
凱
旋
ス
、
午
後
三
時
ナ
リ
、
茲
日
昶
ハ
午
前
三
時
出
発
朝
食
ヲ
喫
ス
ル

ノ
ミ
、
始
メ
テ
茲
ニ
至
リ
テ
空
腹
ヲ
覚
ヘ
実
ニ
堪
ヘ
難
シ
、
途
中
他
隊
ノ
人
夫
糧
食
ヲ
運
搬
シ
帰
ル
ニ
遇
ヒ
残
余
ノ
握
飯
ヲ
乞
テ
此
ヲ
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喫
ス
、
其
甘
味
百
味
ノ
美
食
ダ
モ
及
ハ
ス
、
可
笑
々
々
、
同
夜
援
隊
ト
シ
テ
同
所
ニ
於
テ
露
営

面
部
銃
傷

上
等
卒

角
田
傳
八
郎

股

兵
卒

吉
川
四
郎

肘

兵
卒

安
部
剛
吉

肩

加
藤
惣
四
郎

戦
死

箕
浦
正
義

右
永
尾
山
ニ
於
テ

八
月
十
六
日

木
曜

晴

長
尾
山
大
�
兵

八
月
十
七
日

金
曜

晴
エ

ノ
タ
ケ

永
尾
山
援
隊
、
同
夜
賊
兵
榎
之
嶽
ヲ
破
テ
�
走
ス

八
月
十
八
日

土
曜

晴

永
尾
山
援
隊
、
午
後
五
時
延
岡
ヘ
引
揚
ケ
舎
営

八
月
十
九
日

日
曜

晴

午
前
三
時
発
、
右
半
隊
長
尾
山
大
�
兵
出
張
、
午
後
五
時
発
左
半
隊
同
断

八
月
二
十
日

月
曜

晴

早
延
岡
ヘ
引
揚
ケ
舎
営
、
同
日
川
ニ
於
テ
漁
猟
ス

八
月
廿
一
日

火
曜

晴
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午
前
六
時
発
、
第
廿
一
中
隊
ト
交
代
、
長
尾
山
大
�
兵

八
月
廿
二
日

水
曜

晴

午
前
五
時
発
、
偵
察
ト
シ
テ
檜
ノ
谷
ヘ
出
張
、
タ
ケ
シ
村
舎
営

八
月
廿
三
日

木
曜

晴

午
前
三
時
発
、
延
岡
街
東
端
中
野
瀬
村
ヘ
引
揚
ケ
舎
営
、
同
日
中
野
瀬
川
ニ
於
テ
年
魚
ヲ
漁
シ
、
同
夜
ハ
同
河
ニ
舟
ヲ
浮
ヘ
テ
明
月
ヲ

賞
ス
、
横
濱
、
長
瀬
両
氏
ト
快
飲
ス
、
是
レ
日
奈
久
楼
上
以
来
始
テ
ノ
遊
興
ナ
リ

八
月
廿
四
日

金
曜

晴

午
前
四
時
発
、
倉
田
村
ノ
内
渡
守
ニ
舎
営
、
同
夜
十
時
新
町
ヘ
進
入
、
速
ニ
七
ッ
山
進
撃
ノ
命
ア
リ
、
即
時
出
発
夜
行
軍

八
月
廿
五
日

土
曜

雨
午
前
風
雨
劇
甚

午
前
六
時
舩
ノ
尾
着
、
休
憩
即
時
出
発
、
家
代
村
ヘ
進
入
舎
営
、
舩
ノ
尾
家
代
間
六
里
ノ
行
程
人
家
ナ
シ
、
唯
中
間
ニ
於
テ
御
立
中
小

屋
ト
称
ス
ル
二
軒
ノ
家
ア
ル
ノ
ミ
、
道
路
嶮
悪
殊
ニ
暴
風
雨
ニ
シ
テ
困
難
云
フ
可
ラ
ス

八
月
廿
六
日

日
曜

暴
風
雨

暴
風
雨
河
水
満
漲
道
路
不
通
、
家
代
村
禅
寺
舎
営

偶
然
一
絶
ヲ
賦
ス
、
壁
間
十
六
羅
漢
ノ
幅
ア
リ
、
句
之
ニ
及
ブ

健
歩
移
来
屋
代
村
。
無
端
停
宿
旧
禅
門
。
連
宵
風
雨
平
貧
睡
。
多
謝
壁
間
羅
漢
尊
。

八
月
廿
七
日

月
曜

晴

ウ

ナ

マ

ジ
ュ
ウ
ヌ
ノ

正
午
十
二
時
発
、
宇
納
間
村
ノ
内
重
布
舎
営
。

八
月
廿
八
日

火
曜
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ミ
カ
ド

早
天
出
発
、
神
門
村
ノ
内
ナ
ギ
村
ヘ
進
入
舎
営

八
月
廿
九
日

水
曜

午
前
八
時
発
、
大
河
内
村
ノ
内
大
藪
村
舎
営

八
月
三
十
日

木
曜

午
前
五
時
多
羅
木
村
ヘ
進
入
舎
営

八
月
三
十
一
日

金
曜

午
前
七
時
発
、
免
田
村
ヘ
進
入
休
憩
、
午
前
十
一
時
東
間
村
舎
営

九
月
一
日

土
曜

午
前
十
一
時
過
東
間
村
出
発
、
吉
田
村
ノ
内
昌
明
寺
村
舎
営

九
月
二
日

日
曜

昌
明
寺
村
舎
営
、
記
事
ナ
シ

九
月
三
日

月
曜

午
前
八
時
発
、
栗
野
村
ノ
内
木
場
村
舎
営

九
月
四
日

火
曜

午
前
三
時
発
、
チ
ユ
ウ
サ
郷
ノ
内
松
原
村
ヘ
進
入
舎
営

九
月
五
日

水
曜ヲ

ノ

午
前
七
時
発
、
小
野
村
ヘ
進
入
舎
営
、
午
後
八
時
ヨ
リ
伊
集
院
口
石
阪
山
大
�
兵

九
月
六
日

木
曜
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石
阪
山
大
�
兵

九
月
七
日

金
曜

午
前
六
時
小
野
村
ヘ
引
揚
ケ
舎
営
、
午
後
三
時
ヨ
リ
鹿
児
島
神
社
前
大
�
兵

九
月
八
日

土
曜

鹿
児
島
神
社
前
大
�
兵

九
月
九
日

日
曜

午
後
四
時
ヨ
リ
左
半
隊
備
急
隊
、
右
半
隊
ハ
予
備
隊

九
月
十
日

月
曜

前
日
ニ
同
シ

九
月
十
一
日

火
曜

備
急
隊

九
月
十
二
日

水
曜

前
同
断

九
月
十
三
日

木
曜

午
後
三
時
ヨ
リ
鹿
児
島
神
社
前
大
�
兵

九
月
十
四
日

金
曜

前
日
ニ
同
シ

九
月
十
五
日

土
曜
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午
後
三
時
ヨ
リ
予
備
隊

九
月
十
六
日

日
曜

午
前
六
時
ヨ
リ
右
半
隊
ハ
備
急
隊
、
左
半
隊
ハ
予
備
隊

九
月
十
七
日

月
曜

午
後
三
時
ヨ
リ
第
二
�
兵
線
出
務

九
月
十
八
日

火
曜

前
日
ニ
同
シ

九
月
十
九
日

水
曜

午
後
三
時
ヨ
リ
第
一
�
兵
線
服
務

九
月
二
十
日

木
曜

前
日
ニ
同
シ

九
月
廿
一
日

金
曜

午
後
三
時
ヨ
リ
左
半
隊
備
急
隊
、
右
半
隊
予
備
隊

九
月
廿
二
日

土
曜

前
日
ニ
同
シ

九
月
廿
三
日

日
曜

午
後
三
時
ヨ
リ
第
二
�
兵
線
服
務
、
明
廿
四
日
号
砲
三
声
ヲ
期
ト
シ
城
山
ノ
賊
巣
ヲ
攻
撃
ス
可
キ
ニ
依
リ
、
本
中
隊
ノ
�
抜
人
名
左
ノ

如
シ
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中
隊
長
付
属

町
田
政
治

小
隊
長
付
属

大
森
品
殊

北
川
勘
松

喇
叭
卒

人
見
亀
吉

兵
卒

長
谷
川

平

大
賀
道
教

樺
沢

赳

川
中
弥
登
治

加
藤
喜
三
郎

木
村
義
則

成
和
静
雄

村
上

勇

伊
藤
義
明

石
濱
邦
守

小
林
才
太
郎

野
崎
重
光

三
輪
保
敬

渡
辺
静
一

江
原

勉

柳
生
巌
寅

藤
田
�
蔵

計

廿
一
名

九
月
廿
四
日

月
曜

晴

各
守
線
悉
皆
其
位
置
ニ
就
キ
、
勉
テ
静
粛
ニ
警
戒
ス
、
午
前
四
時
三
声
ノ
号
砲
ニ
依
リ
開
戦
、
賊
巣
ノ
前
後
左
右
ヨ
リ
攻
撃
ス
、
攻
撃

兵
ハ
各
旅
団
ヨ
リ
各
二
中
隊
ヲ
出
ス
、
午
前
八
時
過
ヨ
リ
銃
声
全
ク
絶
ヘ
タ
リ
、
是
レ
攻
撃
隊
其
目
的
ヲ
達
シ
賊
ノ
巨
魁
以
下
皆
斃
レ

或
ハ
降
伏
シ
全
滅
ニ
至
ル
、
然
レ
ト
モ
参
軍
ヨ
リ
命
ア
リ
、
本
日
攻
撃
目
的
ヲ
達
ス
ト
雖
ト
モ
尚
従
前
ノ
如
ク
守
備
ヲ
厳
ニ
ス
可
シ

九
月
廿
五
日

マ
マ
火
晴

雨

第
二
�
兵
線
服
務
、
午
後
三
時
第
一
�
兵
線
ヘ
交
代
服
務

九
月
廿
六
日

水
曜

晴

第
一
�
兵
線
服
務

九
月
廿
七
日

木
曜

晴

此
日
征
討
総
督
有
栖
川
熾
仁
親
王
鹿
児
島
ニ
上
陸
、
将
校
以
下
皆
伺
候
ス
、
午
後
三
時
半
�
兵
線
引
揚
ケ
小
野
村
ニ
舎
営
ス
、
是
ヨ
リ
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平
定
ニ
復
ス

九
月
廿
八
日

金
曜

晴

小
野
村
舎
営

九
月
廿
九
日

土
曜

晴

小
野
村
舎
営
、
兵
卒
中
村
楠
蔵
桜
島
軍
団
支
病
院
〔
避
病
院
ナ
リ
〕
ヘ
入
院
ス

九
月
三
十
日

日
曜

晴

朝
食
後
鹿
児
島
城
下
平
野
馬
場
二
百
三
番
地
成
松
八
郎
左
衛
門
方
ヘ
移
転
ス
、
軍
曹
大
脇
福
三
郎
、
小
隊
付
属
大
森
品
殊
ノ
両
名
桜
島

軍
団
支
病
院
ヘ
入
院
ス
、
同
夕
大
森
品
殊
、
中
村
楠
蔵
退
院
ス

十
月
一
日

月
曜

晴

午
後
軍
曹
大
脇
福
三
郎
退
院
ス

十
月
二
日

火
曜

晴

兵
卒
成
和
静
雄
、
同
岩
田
庄
左
衛
門
桜
島
軍
団
支
病
院
ヘ
入
院

十
月
三
日

水
曜

晴

十
月
四
日

木
曜

晴

十
月
五
日

金
曜

晴

十
月
六
日

土
曜

晴

十
月
七
日

日
曜

晴

十
月
八
日

月
曜

晴
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遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
第
三
中
隊
一
等
卒

大
賀
道
教

右
之
者
、
過
ル
六
月
廿
五
日
観
音
阪
出
張
ノ
際
、
上
官
ノ
命
ヲ
不
用
、
慾
ニ
隊
伍
ヲ
離
レ
私
ニ
止
宿
ニ
及
候
科
ニ
依
リ
、
戦
役
中
戴
罪

服
務
申
付
置
候
ニ
付
、
凱
陣
後
相
当
之
処
分
可
致
ノ
処
、
爾
後
厳
ニ
謹
慎
ヲ
表
シ
且
勤
務
勉
励
ニ
付
、
過
日
岩
崎
谷
攻
撃
之
節
モ
其
人

員
ニ
致
加
入
、
旁
以
無
罪
ニ
取
計
申
度
段
大
隊
ヘ
伺
出
候
処
、
伺
之
通
指
令
有
之
候
条
、
為
心
得
此
旨
相
達
候
也

月

日

遊
撃
歩
兵
第
一
大
隊
第
三
中
隊
本
部

十
月
九
日

火
曜

十
月
十
日

水
曜

十
月
十
一
日

木
曜

風
雨
後
快
晴

午
後
関
根
清
八
郎
退
院
ス

十
月
十
二
日

金
曜

晴

十
月
十
三
日

土
曜

晴

十
月
十
四
日

日
曜

晴

十
月
十
五
日

月
曜

晴

午
後
柳
生
巌
寅
障
子
川
病
院
ヨ
リ
出
勤
ス

十
月
十
六
日

火
曜

晴

十
月
十
七
日

水
曜

晴

午
前
八
時
鹿
児
島
乗
舩
、
航
海
中
無
事
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十
月
十
八
日

木
曜

航
海
中
無
事

十
月
十
九
日

金
曜

晴

神
戸
上
陸
、
同
所
一
泊

十
月
二
十
日

土
曜

晴

午
前
大
阪
八
軒
家
凱
旋
、
午
後
解
隊

明
治
十
年
三
月
三
十
一
日
大
阪
出
発
ヨ
リ

従
軍
日
数
二
百
〇
四
日
間

同

年
十
月
二
十
日

大
阪
凱
旋
迄

�����

同
年
四
月
七
日
木
原
山
開
戦
ヨ
リ
九
月
廿
七
日
鹿
児
島
平
定
マ
テ

戦
時
日
数

百
七
十
三
日
間

（
後
略
）


